
今
、　

花
ひ

ら
く

小
さ

な
城

下
町

　
三

春

母
校

の
誇

り
を

胸
に

（
写

真
：

左
上

 沢
石

中
学

校
　

左
下

 要
田

中
学

校
　

中
央

 桜
中

学
校

　
右

上
 岩

江
中

学
校

　
右

下
 三

春
中

学
校

の
卒

業
式

）
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３
月
13
日
に
町
内
の
中
学
校
で
、
22
日
に
は
小
学

校
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
中
学

生
１
８
８
名
と
小
学
生
１
９
３
名
の
皆
さ
ん
が
卒
業

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
５
校
の
う
ち
、
三
春
中
学
校
、
桜
中
学
校
、

沢
石
中
学
校
、
要
田
中
学
校
は
、
平
成
25
年
度
よ
り

「
三
春
中
学
校
」
に
再
編
さ
れ
る
た
め
、
最
後
の
卒
業

式
と
な
り
ま
し
た
。

　

桜
中
学
校
で
は
、
髙
橋
秀
章
校
長
が
卒
業
生
一
人

ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
授
与
し
、
卒
業
生
は
会
場
に

い
る
皆
さ
ん
へ
、
３
年
間
の
思
い
出
や
将
来
の
夢
な

ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　

在
校
生
を
代
表
し
て
、
２
年
生
の
近
内
未
歩
さ
ん

が
「
３
年
生
の
皆
さ
ん
と
過
ご
し
た
学
校
生
活
に
は

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
私

た
ち
の
光
で
す
。
い
つ
ま
で
も
輝
き
続
け
て
く
だ
さ

い
。
私
た
ち
在
校
生
も
中
学
校
が
統
合
さ
れ
て
も
、
桜
中
学
校
の
誇
り
を
胸
に
頑
張
っ
て
い

く
こ
と
を
約
束
し
ま
す
」
と
送
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

答
辞
で
は
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
、
吉
田
直
也
君
が
「
今
の
自
分
た
ち
が
あ
る
の
は
、
こ

の
桜
中
学
校
が
あ
る
か
ら
で
す
。『
一
人
一
人
に
桜
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
中
で
生
き
て
い
き
ま
す
。
ど
ん
な
境
遇
で
あ
っ
て
も
、
何
が

起
こ
っ
て
も
、自
分
の
信
じ
る
道
を
『
感
謝
と
向
上
心
』
を
忘
れ
ず
真
剣
に
生
き
て
い
き
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、過
ぎ
去
っ
た
３
年
間
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
全
校
生
で
「
旅
立
ち
の
日
に
」

や
「
校
歌
」
な
ど
を
合
唱
し
、
卒
業
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

卒
業
式
後
の
教
室
で
は
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
が
両
親
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
卒

業
証
書
と
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
校
舎
の
玄
関
か
ら
校
門
ま
で
、
先
生
方
や
在
校

生
に
よ
る
花
道
が
つ
く
ら
れ
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
先
生
方
や
後
輩
た
ち
と
握
手
を
交
わ

し
な
が
ら
思
い
出
を
語
り
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
23
日
に
は
沢
石
中
学
校
と
要
田
中
学
校
で
、
24
日
に
は
三
春
中
学
校
と
桜
中

学
校
で
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
４
月
か
ら
、
４
校
が
再
編
し
た
「
三
春
中
学
校
」
と
し
て
、
貝

山
地
内
に
建
設
さ
れ
た
新
校
舎
で
、
新
た
な
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

町
内
の
小
中
学
校
で
卒
業
式
が

　

４
校
の
中
学
校
で
閉
校
式
が
開
催

先生方に見送られる卒業生
要田中学校の閉校式

橋本康介君によるお別れのことば

「旅たちの日に」を合唱する卒業生

在校生を代表して送辞を述べる近内未歩さん

卒業証書を授与される卒業生

卒業生を代表して答辞を述べる吉田直也君

沢石中学校の閉校式
全校生徒による校歌斉唱

三春中学校の閉校式
添田直彦校長による式辞

桜中学校の閉校式
髙橋秀章校長から鈴木義孝町長へ校旗返納



桜
の
季
節
が

　
　
　

や
っ
て
き
ま
し
た

　

桜
の
開
花
時
期
を
迎
え
、
三
春
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
も
滝
桜
を
は
じ
め
と
し
て
町
内
の
桜
を
鑑
賞
に
、
た
く
さ
ん
の
方
が
町
を
訪
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
観
光
客
の
も
て
な
し
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　滝桜の開花期間中、交通規制が行われますので、ご協力をお願い
します。なお、規制期日などは桜の開花状況に合わせて変更する場
合もありますので、あらかじめご理解ください。

④ 田村大元神社桜

⑦ 浪岡邸のしだれ桜

⑥ 王子神社の桜

⑤ 明徳門の桜

⑧ 桜谷しだれ桜

①

②

③

　町内桜の名所８か所をライトアップします。
夜桜をお楽しみください。
● 期間　４月 10 日（水）〜 30 日（火）予定
　　　　 ※ 開花状況によって変更あり
● 時間　午後６時〜 10 時
● 場所
① 福聚寺桜（御免町）
② 常楽院桜（四軒丁）
③ 八十内かもん桜（桜ヶ丘）
④ 田村大元神社桜（山中）
⑤ 明徳門の桜（大町）
⑥ 王子神社の桜（大町）
⑦ 浪岡邸のしだれ桜（南町）
⑧ 桜谷しだれ桜（桜谷）

明徳門の桜（大町）

常楽院桜（四軒丁）
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▼ 滝桜周辺の交通規制図
★ 

滝
桜
の
情
報
に
つ
い
て
は
、15・16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。



三
春
町
へ
の
定
住
促
進
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
事
業
を
実
施
し
ま
す

　

昨
年
６
月
に
、
人
口
の
流
出
・
減
少
を
抑
制
し
、
定
住
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
三
春
町
定
住
促
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

三
春
町
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
事
業

　

町
の
活
性
化
と
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
町
内
へ
転
入
し
賃
貸
住
宅
に
入
居
し

た
40
歳
未
満
の
単
身
・
夫
婦
世
帯
、
子
育
て

世
帯
に
賃
貸
住
宅
の
家
賃
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
賃
貸
住
宅

　

民
間
ア
パ
ー
ト
、
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
、
民

間
一
戸
建
て
住
宅
、
町
定
住
促
進
住
宅
、
一

本
松
34
団
地
３
号
棟
（
１
・
２
号
棟
は
公
営

住
宅
、
３
号
棟
は
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）、

か
い
や
ま
団
地

助
成
対
象
者
お
よ
び
助
成
額

▼ 

単
身
・
夫
婦
世
帯

▽ 

40
歳
未
満
の
一
人
世
帯

▽ 

夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
が
40
歳
未
満

　

の
世
帯

▽ 

助
成
額

　

月
額
家
賃
か
ら
住
宅
手
当
な
ど
を
差
し
引

い
た
金
額
の
10
分
の
３
以
内
で
上
限
１
万
円

▼ 

子
育
て
世
帯

　

父
ま
た
は
母
の
い
ず
れ
か
が
40
歳
未
満
で
中

学
生
ま
で
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

▽ 

助
成
額

　

月
額
家
賃
か
ら
住
宅
手
当
な
ど
を
差
し
引

い
た
金
額
の
10
分
の
３
以
内
で
上
限
２
万
円

助
成
要
件

▼ 

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月

31
日
（
予
定
）
ま
で
に
対
象
と
な
る
賃
貸

住
宅
に
新
た
に
入
居
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

▼ 

世
帯
全
員
が
三
春
町
に
住
所
を
有
す
る

者
で
あ
る
こ
と
。

▼ 
転
入
の
日
前
１
年
間
に
お
い
て
町
内
に

住
所
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
世
帯
で
あ
る

こ
と
。

▼ 

当
該
賃
貸
住
宅
を
自
己
の
居
住
用
以
外

の
目
的
に
使
用
し
、
も
し
く
は
転
貸
し
、

ま
た
は
使
用
権
を
譲
渡
し
て
い
な
い
者
で

あ
る
こ
と
。

▼ 

転
入
前
、
世
帯
全
員
が
市
区
町
村
民
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
転
入
後
、
世
帯
全
員
が
町
税
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

▼ 

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い

な
い
世
帯
に
属
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

▼ 

転
入
後
、
町
民
と
し
て
１
年
以
上
の
居
住

を
約
束
す
る
誓
約
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

申
請
期
間
・
申
請
書
類

　

助
成
金
の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
交
付

申
請
書
に
、
次
の
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼ 

賃
貸
住
宅
の
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し

▼ 

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

▼ 

世
帯
全
員
の
市
区
町
村
民
税
に
滞
納
が

な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

▼ 

住
宅
手
当
額
な
ど
を
証
明
す
る
書
類

助
成
金
額
の
決
定
・
請
求
・
交
付

▼ 

助
成
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
町
は

　

内
容
を
審
査
し
、
助
成
金
の
交
付
を
決
定

　

し
た
場
合
は
、
申
請
者
に
通
知
し
ま
す
。

▼ 

助
成
金
の
交
付
対
象
者
は
、
家
賃
な
ど

　

を
支
払
っ
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
を
添
付

　

し
、
助
成
金
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

町
は
請
求
の
内
容
を
審
査
し
、
適
当
と

　

認
め
る
場
合
は
、
速
や
か
に
助
成
金
を
交

　

付
し
ま
す
。

▼ 

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
（
予
定
）

三
春
町
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業

　

町
に
定
住
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
町
内
で
賃
貸
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
）を
建
設
し
よ
う
と
す
る
方
に
、

町
の
予
算
の
範
囲
内
で
奨
励
金
を
交
付
し
ま

す
。

応
募
で
き
る
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
、
原
則

平
成
26
年
２
月
末
日
ま
で
に
建
設
工
事
を
完

了
で
き
る
方

▽ 

町
内
に
自
己
所
有
の
土
地
を
お
持
ち
で
、

　

賃
貸
住
宅
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
方

▽ 

三
春
町
賃
貸
住
宅
建
設
用
地
貸
付
事
業

　

に
お
い
て
事
業
予
定
者
に
選
定
さ
れ
た
方

奨
励
金
の
額

▼ 

１
戸
当
た
り
居
間
が
１
部
屋
の
間
取
の
場
合

　

 

１
戸
当
た
り
10
万
円
×
戸
数

▼ 

１
戸
当
た
り
居
間
が
２
部
屋
の
間
取
の
場
合

　

 

１
戸
当
た
り
20
万
円
×
戸
数

▼ 

１
戸
当
た
り
居
間
が
３
部
屋
の
間
取
の
場
合

　

 

１
戸
当
た
り
30
万
円
×
戸
数

募
集
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
〜
７
月
５
日
（
金
）

応
募
方
法

　

建
設
課
建
築
グ
ル
ー
プ
備
え
付
け
の
事
業

実
施
計
画
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
申
請
額
の
全
額

を
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼ 
申
込
・
問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　  

☎
62-

８
１
２
５

▼ 

申
込
・
問　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　 

　
　
　
　
　
☎
62-

２
１
１
３

交
付
対
象
期
間
・
助
成
金
の
支
払
方
法

▼ 

交
付
対
象
期
間

　

町
内
の
賃
貸
住
宅
に
月
の
う
ち
15
日
以
上

入
居
し
、
か
つ
助
成
要
件
を
具
備
し
た
月
か

ら
起
算
し
て
、
24
か
月
以
内
と
し
ま
す
。

▼ 

助
成
金
の
支
払
方
法

　

助
成
金
は
、
毎
年
４
月
１
日
を
起
算
日
と

し
て
１
年
を
６
か
月
ご
と
の
２
期
に
区
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
の
助
成
対
象
月
分
（
６

か
月
以
内
）
を
交
付
し
ま
す
。
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パソコン町民講座を開催します

　三春藩講所（藩校）の姿は、どのようなものだったのでしょ
うか。
　天明年間（1781 年～ 1788 年）に創設されたとされる三春
藩の講所は、歴史民俗資料館下の駐車場にありました。四書五
経の素

そ ど く

読に始まり、歴史、礼儀についても学び、習字のほか槍術・
柔術など武術の習得にも励みました。講所の建物は昭和初期に
取り壊されてしまいましたが、その門は、今も三春小学校の校
門として移されて残り、子どもたちの姿を見守っています。
　藩校の名称は「講所」とされましたが、その中でも講義を行
う講堂を「明徳堂」と呼びました。そのため、今でも一般には
明徳堂と呼ばれています。
　明治維新後、廃藩となる明治 4 年まで存続し、その間は一般
の人も入校が許され、医学博士の三浦守治や村田謙太郎、実業
家として活躍した加藤木重教などもここで学びました。
　また、自由民権運動をリードした河野広中も、特別に授業を受けたと言われています。その後、講所の建物は、
養才義塾、民権学塾正道館、師範学校などに利用されたため、各学校で使用されたテキスト類が、多く残されています。
　小さな藩校が、どのような人を育て、どのように後の教育に影響を及ぼしていったのか、三春に新しい中学校が
誕生する今年、江戸から明治初期までの三春の教育の姿を展示します。
◆ 開催期間　4 月 13 日（土）～ 5 月 26 日（日）
※ 開催中の休館日　5 月 7 日（火）・13 日（月）・20 日（月）
◆ 会場　歴史民俗資料館 企画展示室
◆ 開催中は入館料が変わります。
　一般・大学生 500 円　小・中・高校生 250 円　※ 団体 20 名様より割引があります。
◆ 問　歴史民俗資料館　☎ 62-5263

講所で使用していたテキスト

開館 30 周年記念・平成 25 年度春季特別展
講所から学校へ ～ 明徳門が見た三春の教育 ～ 

　三春交流館「まほら」でパソコン町民講座を開催します。この機会をぜひご利用ください。
　また、講師のアシスタントをしてくださる方を募集しています。アシスタントをしながら、普段使っていなかっ
た機能を勉強してみてはいかがですか？些少ですが謝金をご用意します。
▶ 開催日／講座時間
▷ パソコン入門講座（各５日）
○ 昼間の部　５月 31 日（金）、６月１日（土）・４日（火）・５日（水）・６日（木）
○ 夜間の部　６月 14 日（金）・15 日（土）・18 日（火）・19 日（水）・20 日（木）
▷ ワード入門講座（５日）
○ 夜間の部　６月 21 日（金）・22 日（土）・25 日（火）・26 日（水）・27 日（木）
▷ エクセル入門講座（５日）
○ 夜間の部　７月 5 日（金）・6 日（土）・9 日（火）・10 日（水）・11 日（木）
▶ 講習時間　
○ 昼間の部　午前 10 時〜 11 時 45 分　○ 夜間の部　午後７時〜８時 45 分
▶ 募集人数　各入門講座とも 10 名　※ 希望者が５名未満の講座は中止します。
▶ 受講料　各入門講座　2,000 円
▶ テキスト代　パソコン入門講座　1,050 円　ワード・エクセル入門講座　2,100 円
▶ 使用パソコン　町保有のパソコン 10 台（Windows xp Microsoft office2003）
▶ 申込締切　５月 17 日（金）
▶ 申込先　三春交流館「まほら」（申込の際に受講料とテキスト代をお支払いください）。
※ 詳しくは、三春交流館までお問い合わせいただくか、三春交流館備え付けのチラシをご覧ください。
▶ 問　生涯学習課 生涯学習グループ ☎ 62-3837
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▼ 

日
時　
６
月
９
日
（
日
） 

※
雨
天
決
行

▽ 

受
付　
午
前
７
時
30
分
〜
８
時
45
分

▽ 

開
会
式　
午
前
９
時

▽ 

ス
タ
ー
ト　
午
前
９
時
55
分（
時
差
ス
タ
ー
ト
）

▼ 

会
場　
中
郷
学
校
（
受
付
、開
会
式
、閉
会
式
）

▼ 

コ
ー
ス　
さ
く
ら
湖
周
辺

▼ 

参
加
料

▽ 

一
般	

２
、５
０
０
円

▽ 

親
子
ペ
ア	

３
、０
０
０
円

▽ 

高
校
生	

１
、５
０
０
円

▽ 

小
・
中
学
生	

１
、０
０
０
円

▼ 

表
彰　
各
部
門
１
位
〜
８
位

※ 

１
位
〜
３
位
に
は
副
賞
の
贈
呈
が
あ
り

　

ま
す
。

▼ 

駐
車
場　
滝
桜
大
駐
車
場

※ 

駐
車
場
か
ら
中
郷
学
校
ま
で
は
シ
ャ
ト

　

ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

部門 種　　目 距離
第 1 部 一般男子 39 歳以下（高校生男子含む） 14.2km

第２部 一般男子 40 歳以上 14.2km

第３部 一般女子（高校生女子を含む） 14.2km

第４部 一般男子 39 歳以下（高校生男子含む） ５km

第５部 一般男子 40 歳代 ５km

第６部 一般男子 50 歳代 ５km

第７部 一般男子 60 歳以上 ５km

第８部 一般女子（高校生女子を含む） ５km

第９部 中学生男子 ５km

第 10 部 一般女子（高校生女子を含む） ３km

第 11 部 中学生女子 ３km

第 12 部 小学生男子５・６年生 ２km

第 13 部 小学生男子３・４年生 ２km

第 14 部 小学生女子５・６年生 ２km

第 15 部 小学生女子３・４年生 ２km

第 16 部 親子ペア（小学１・２年生以下と親または祖父、祖母） ２km

　

健
康
増
進
や
体
力
向
上
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、「
第
16
回
さ
く
ら
湖
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
夏
の
さ
く
ら
湖
周
辺
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

問　

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

　

委
員
会
（
三
春
交
流
館
内
）

　
☎
62-

３
８
３
７

▼ 

申
込
方
法　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」、

町
民
体
育
館
、
役
場
に
備
え
付
け
の
大
会

要
項
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
郵
便
払
込
取
扱

票
で
、
郵
便
局
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※ 

大
会
要
項
が
必
要
な
方
に
は
、
送
付
し

　

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
受
付
期
限

　

５
月
７
日
（
火
）
※ 

当
日
消
印
有
効

▼ 
競
技
種
目

第
16
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
16
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第 15 回さくら湖マラソン大会のようす

　

納
税
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
軽
自
動
車
税
に
続
き
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）、
固
定
資

産
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
も
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

休
日
・
深
夜
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
税
務
課 

収
納
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
３
６

平
成
25
年
度
分
か
ら
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）、

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
が
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
ら
れ
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
納
付
を

　
　
　
ご
利
用
い
た
だ
け
る
税
目

▼ 

町
県
民
税
（
普
通
徴
収
に
限
る
）

▼ 

固
定
資
産
税

▼ 

軽
自
動
車
税

▼ 

国
民
健
康
保
険
税

取
扱
い
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
　
　
　
店
舗
一
覧
（
順
不
同
）

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
／
ス
リ
ー
エ
フ
／
ロ
ー

ソ
ン
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
／
ミ
ニ
ス
ト
ッ

プ
／
サ
ー
ク
ル
Ｋ
／
サ
ン
ク
ス
／
ポ
プ
ラ
／

生
活
彩
家
／
く
ら
し
ハ
ウ
ス
／
ス
リ
ー
エ
イ

ト
／
セ
ー
ブ
オ
ン
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト

ア
／
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
／
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ

リ
ー
ス
ト
ア
ー
／
ヤ
マ
ザ
キ
ス
ペ
シ
ャ
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ
／
Ｍ
Ｍ
Ｋ
（
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア 

キ
オ
ス
ク
）
設
置
店

納
付
方
法

▼ 

コ
ン
ビ
ニ
納
付
用
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字

さ
れ
て
い
る
納
付
書
（
納
税
通
知
書
）
を

持
参
し
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
（
納
付
の

際
、
手
数
料
は
発
生
し
ま
せ
ん
）。

※ 

今
ま
で
ど
お
り
、
金
融
機
関
窓
口
で
も

納
め
ら
れ
ま
す
。

▼ 

納
付
書
は
綴
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

お
支
払
い
の
際
は
納
期
を
間
違
い
の
な
い

よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
領

収
証
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

　
　
　
　
　
納
付
で
き
な
い
も
の

▼ 

納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の

▼ 

納
付
書
１
枚
あ
た
り
の
金
額
が
30
万
円

を
超
え
る
も
の

▼ 

バ
ー
コ
ー
ド
の
な
い
納
付
書
や
、
傷
、

汚
れ
な
ど
に
よ
り
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取

れ
な
い
も
の

▼ 

金
額
を
訂
正
し
た
も
の
や
金
額
を
書
き

加
え
た
も
の
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住宅用新エネルギー設備等設置費の一部を補助します
　三春町では地球温暖化対策の観点から環境負荷の少ない持続可能なまちづくりを推進するため、次の新エネル
ギー設備（太陽光発電システム、蓄電池システム）を導入する方に、設置費等の一部を補助金として交付します。
助成を希望する方は、必ず事業を実施する前に申請してください。

補助対象となる方

募集開始

事業実施にあたっての注意事項

　住宅の屋根などへの設置に適した、太陽光エネルギーを電気に変換するシステムで、電力会社と電力受給契約を
締結するもの。設置する機器は未使用のものに限ります。
◇ 補助金額　１kW 当たり 2 万円（上限 5kW）※ 千円未満は切り捨て

　国の補助金対象となる定置用リチウムイオン蓄電池システムで、蓄電池、インバータおよび充電器により構成さ
れるシステムであること。設置する機器は未使用のものに限ります。 
◇ 補助金額　補助対象経費の 3 分の 1 以内の額（上限 30 万円）※ 千円未満は切り捨て

◆ 太陽光発電システム

◆ 蓄電池システム

補助対象となる新エネルギー機器および補助金額

◆ 自ら居住するまたは居住しようとする町内の住宅に機器を設置する方
◆ 町税などを滞納していない方（申請者と同一世帯と認められる方を含む）
◆ 以前に同一の種類の機器に対する町の補助金、交付金の交付を受けていない方
◆ 電力事業者と電力受給契約を締結する方（太陽光発電システムに限る）

　4 月 1 日（月）から

◆ 必ず事業を実施する前に申請し、交付決定を受けてください。
※ 申請する前に設置工事に着手した場合やすでに設置が終わっている場合は、交付対象となりませんのでご注意
　ください。
※ 新築住宅の場合は建築前、既存住宅の場合は設置前、建売住宅の場合は購入前に申請してください。
◆ 工事が完了した後に、実績報告書を提出してください。
※ 詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。
◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

２月９日〜３月８日
寄附・ボランティア・
寄贈していただいた
方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　

た
む
ら
農
業
協
同
組
合
三
春
支
店

　

矢
口
ヒ
テ
（
清
水
）

　

増
子
忠
一
（
山
田
）

　

本
田
キ
ク
ノ
（
四
反
田
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／
ひ
ま
わ
り

　

の
会
／
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
／
ユ
ニ
オ

　

ン
／
田
村
高
校
１
年
３
組
／
花
し
づ

　

く
／
富
沢
む
つ
み
会
や
っ
て
み
っ
か

　

い
／
松
栄
流
す
み
れ
会
／
花
み
ず
き

　

／
上
野
ト
ク
（
平
沢
）
／
村
上
貞

　

子
（
八
島
台
）
／
橋
本
光
子
（
御
免

　

町
）
／
斎
藤
キ
ミ
子
（
大
町
）
／
橋

　

本
ミ
ツ
子
（
担
橋
）
／
石
塚
ハ
ツ
ヨ

　
（
荒
町
）
／
三
瓶
敏
代
（
荒
町
）
／

　

橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）
／
宗
像
文

　

子
（
船
引
町
）
／
大
田
尾
達
三
（
鷹

　

巣
）
／
村
田
マ
サ
（
八
島
台
）

【
生
涯
学
習
】（
中
央
児
童
館
へ
）

▼ 

寄
贈

▽ 

一
輪
車
２
台
（
愛
姫
小
路
会
）
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今
回
は
要
田
交
流
館
大
平
荘
で
活
動
し
て
い
る
「
に
こ
に
こ

元
気
塾
」
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

要
田
地
区
の
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
に
は
現
在
30
名
の
方
が

登
録
し
て
お
り
、
専
門
の
講
師
か
ら
、
運
動
や
口
腔
、
栄
養
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
、会
場
は
い
つ
も
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

２
月
末
に
放
送
さ
れ
た
星
総

合
病
院
特
別
番
組
の
中
で
は
、

星
総
合
病
院
の
松
井
健
康
運
動

指
導
士
に
指
導
を
受
け
、
楽
し

く
運
動
し
て
い
る
よ
う
す
が
、
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
の
見
学
や
申
込
み
は
随
時
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
　
要
田
地
区
の
紹
介

岩江
中妻
要田

三春

沢石
御木沢
中郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

中郷地区交流館

曜日地区 会場 ４月開催日
１日・８日・15日・22日
２日・９日・16日・23日
９日・16日・23日・30日

３日・10日・17日・24日

４日・11日・18日・25日

５日・12日・19日・26日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

橋
本
フ
ミ
子
さ
ん
（
北
成
田
）

体
と
心
の
健
康
づ
く
り
が
楽

し
み
で
す
。
毎
週
皆
さ
ん
一

緒
に
食
べ
る
昼
食
も
美
味
し

く
て
風
邪
を
引
か
な
く
な
り

ま
し
た
。
幸
せ
見
～
つ
け
た
。

千
葉
与
明
さ
ん
（
南
成
田
）

に
こ
に
こ
元
気
塾
に
参
加
し
て

か
ら
体
調
が
良
好
で
喜
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
ま
す
。
他
の
人
た
ち
も
参
加

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※ 29 日（月）は祝日のためお休みです。

市
川
博
・
ト
メ
夫
妻
（
熊
耳
）

友
人
に
誘
わ
れ
夫
婦
で
参
加
し

ま
し
た
。
友
達
と
会
っ
て
い
っ

ぱ
い
笑
っ
て
、
楽
し
く
元
気
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
も

運
動
を
し
て
い
る
お
か
げ
で
、

足
腰
が
丈
夫
に
な
り
ま
し
た
。

小さな輪を隣の人に順送りしてい
ます。輪を落とさないよう真剣そ
のもの、脚の運動にもなりますよ。

星総合病院健康運動指導士の松井先生によ
る運動風景です。皆さん、先生と気さくに
話しながら楽しく元気に運動しています。

● 町内小中学校等・主な施設における環境放射線量測定値
（単位：マイクロシーベルト／時間）

平成23年
５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
0.90
0.65
1.23
0.63
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.13）
（0.14）
（0.16）
（0.15）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

平成25年
３月19日

平成25年
2月19日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
沢石中学校
要田中学校
岩江中学校
桜中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.16
0.14
0.12
0.19
0.11
0.14
0.11
0.13
0.15
0.17
0.17
0.09
0.22
0.16
0.22
0.19
0.12
0.15

（0.11)
（0.08）
（0.10）
（0.10）
（0.10）
（0.09）
（0.10）
（0.09）
（0.10）
（0.11）
（0.11）
（0.10）
（0.09）
（0.10）
（0.17）
（0.12）
（0.10）
（0.10）

0.13
0.13
0.11
0.14
0.11
0.12
0.08
0.14
0.10
0.15
0.14
0.13
0.19
0.14
0.20
0.21
0.09
0.13

（0.09)
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.10）
（0.08）
（0.11）
（0.09）
（0.09）
（0.10）
（0.13）
（0.10）
（0.09）
（0.08）
（0.16）
（0.13）
（0.10）
（0.11）

※ かっこ内は室内の数値 環
境
放
射
線
量
測
定
値
を

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

現
在
、
町
で
独
自
に
測
定
し
て
い
る
小
中
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
や
主
な
施
設
の
環
境

放
射
線
量
測
定
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○ 環境放射線量の測定は、地上高１ｍで計測しています。
● 環境放射線量に関する問い合わせ先　
　学校などの施設／教育課 学校教育グループ☎ 62-6310　学校以外の施設／住民課 放射能除染対策班☎ 62-1122

平成23年
５月23日

平成25年
3月18日

平成25年
2月18日

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.54
0.45
0.54
0.50
0.30
0.18
0.28 
0.23
0.23 
0.18 
0.22
0.27 
0.17
0.38 
0.50 
0.42
0.35 

0.34
0.45
0.52
0.45
0.30
0.19
0.24 
0.15
0.24 
0.15 
0.22
0.25 
0.14
0.36 
0.51 
0.40
0.33 
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三
春
町
消
防
団 

橋
本
善
次
団
長

消
防
庁
長
官
表
彰
功
労
章
を
受
章

三
春
町
土
地
改
良
区
副
理
事
長 

三
瓶
幸
吉
さ
ん

土
地
改
良
功
労
者
表
彰
受
賞

皆さんからの情報を

お待ちしています。

総務課企画情報グループ

（☎62-8125）まで

ご連絡ください。

 

ブ
ー
タ
ン
王
国
に

 　
　
　
　
　
　

滝
桜
苗
木
植
樹

　

福
島
「
三
春
滝
桜
」
ブ
ー
タ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
の
提
案
を
受
け
、
２
月
23
日
か

ら
３
月
２
日
ま
で
の
日
程
で
、
鈴
木
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
訪
問
団
は
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
を

訪
問
し
、
滝
桜
子
孫
樹
苗
木
10
本
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ワ
ン
チ
ュ
ク
国
王
に
直
接
手
渡
し
た

ほ
か
、
植
樹
式
に
参
加
し
植
樹
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

苗
木
は
、
１
本
が
国
王
へ
、
３
本
が
首
都
テ
ィ
ン
プ
ー
中
心
部
の
恩
賜
公
園
で
植
樹
さ
れ
、

残
り
６
本
は
王
立
自
然
公
園
な
ど
に
植
樹
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

訪
問
団
一
行
は
、
２

月
24
日
に
現
地
入
り
し
、

25
日
に
国
王
を
表
敬
訪

問
、
26
日
に
王
室
の
苗

木
育
苗
施
設
を
視
察
、

ペ
マ
農
林
相
主
催
の
歓

迎
会
に
出
席
、
27
日
に

ペ
マ
農
林
相
と
会
談
、

訪
問
団
主
催
の
交
流
会

の
開
催
、
28
日
に
植
樹

式
に
参
加
し
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

ワンチュク国王に苗木を手渡した鈴木町長ら訪問団
左から日本・ブータン友好協会弓削理事、影山町議、
三春さくらの会幕田副会長、ワンチュク国王、鈴木
町長、三春さくらの会吉田会員、三瓶町議、ブータ
ン・プロジェクト小野事務局長、町職員宗像主査

植樹式のようす。植樹式には、ペマ農林相や王室
の関係者、現地邦人など約 50 名が出席しました。

ペマ農林相主催の歓迎会や訪問団主催の交流会で
は、三春町内産の米やイチゴを振る舞い好評でした。

苗木育苗施設を視察するようす

　

３
月
６
日
、
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
東
京
都

港
区
）
に
お
い
て
消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
三
春
町
消
防
団
橋
本
善
次
団

長
が
出
席
し
、
功
労
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

橋
本
団
長
は
、
平
成
12
年
７
月
に
消
防
団
長
に

就
任
し
て
以
来
、
消
防
団
か
ら
元
気
を
発
信
す
べ

く
、
積
極
的
に
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
に
は
有
事
対
応
団
員
な
ど
の
機
能
別

消
防
団
員
制
度
を
導
入
し
、
団
員
確
保
に
力
を
入

れ
有
事
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
秋
に
は
地
域

住
民
が
参
加
で
き
る
検
閲
式
を
目
指
し
、「
消
防
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」
と
称
し
た
防
災
訓
練
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
橋
本
団
長
の
積
極
的
な
消
防
活
動
が
評
価
さ
れ
、今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
、町
長
に
受
章
の
報
告
を
行
い
、町
長
か
ら
は
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

橋
本
団
長
の
益
々
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

消防庁長官表彰功労章を受章した橋本善次団長土地改良功労者表彰を受賞した三瓶幸吉さん

　

こ
の
度
、
長
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
事
業
に
功

績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
三
春
町
土
地
改
良
区
副
理

事
長
三
瓶
幸
吉
さ
ん
が
、
福
島
県
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
県
中
支
部
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
副
理
事
長
と
し
て
理
事
長
を
補
佐

し
、
土
地
改
良
区
の
健
全
な
運
営
管
理
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
農
地
の
利
用
集
積
に
も
積
極

的
に
関
与
し
、
担
い
手
農
家
の
支
援
を
図
り
地

域
の
農
業
振
興
に
寄
与
し
た
こ
と
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。
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三
春〝
実
生
〟プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定

防
犯
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
・

反
射
材
付
ベ
ス
ト
の
贈
呈
式
開
催

　

２
月
26
日
、
三
春
町
福
祉
会
館
で
防
犯
マ
グ
ネ
ッ
ト

ス
テ
ッ
カ
ー
お
よ
び
反
射
材
付
ベ
ス
ト
の
贈
呈
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
住
民
が
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
を
行

い
、
犯
罪
の
未
然

防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
子

ど
も
見
守
り
隊
活

動
や
高
齢
者
交
通

事
故
防
止
事
業
へ
、
新
た
に
三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
参
加
す
る
に
あ
た
り
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

三
春
町
か
ら
「
不
審
者
警
戒
中 

三
春
町
老
ク
連
」

と
記
載
さ
れ
た
「
防
犯
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
」
が
、

Ｊ
Ａ
た
む
ら
三
春
支
店
か
ら
は
「
反
射
材
付
ベ
ス
ト
」

が
、三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

老人クラブ連合会へ贈呈されたマグネットステッカー

 

多
摩
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

 　
　
　
　

  

宇
宙
桜
を
寄
贈

　

３
月
３
日
に
東
京
都
立
桜
ヶ
丘
公
園
で
多
摩

商
工
会
議
所
に
よ
る
宇
宙
桜
（
そ
ら
ざ
く
ら
）

植
樹
祭
が
行
わ
れ
、
三
春
滝
桜
の
宇
宙
桜
が
植

樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
春
滝
桜
の
宇
宙
桜
は
、
平
成
20
年
６
月
に

中
郷
小
学
校
と
桜
中
学
校
の
皆
さ
ん
が
滝
桜
の

種
を
拾
い
、
同
年
11
月
に
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・

エ
ン
デ
バ
ー
号
に
よ
り
約
８
か
月
半
の
間
、
宇

宙
を
旅
し
、
平
成
21
年
に
三
春
町
へ
戻
り
植
え

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
多
摩
商
工
会
議
所
が
進
め
る
桜
と

桜
文
化
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
を
創
造
し
よ
う

と
い
う
「
多
摩
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
全
国
に
14
あ
る
宇
宙
桜
の

う
ち
４
本
の
植
樹
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
当
日
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、
多
摩
商
工
会
議
所
か
ら
町
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

左から多摩市副市長、三春町産業課長、多摩商工会議所副会頭と理事老人クラブ連合会へ贈呈された反射材付ベスト
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三
春
実
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
49
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
月
６

日
に
審
査
会
を
開
催
し
、
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の

由
来
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

　

決
定
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
今
後
実
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
様
々
な
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

三春や実生の「M」をハート形で
あらわし、種子を大切に守り育て
る姿で、子どもたちを放射能汚染
から守るプロジェクトの想いを表
現しました。また、三枚の桜の花
びらで三春の「三」をあらわし、
春の訪れをイメージしました。

★ 

最
優
秀
賞

　

 

立
志
哲
洋
さ
ん

　
（
東
京
都
）

デザインについて

★ 

優
秀
賞

　

 

梅
村
元
彦
さ
ん

　

 （
愛
知
県
）

★ 

優
秀
賞

　

 

小
池
友
基
さ
ん

　

 （
群
馬
県
）

 

平
成
24
年
度
明
徳
大
学

 　
　

卒
業
式
・
修
了
式
開
催

　

３
月
16
日
に
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」
に
て
、

平
成
24
年
度
明
徳
大
学
（
中
央
高
齢
者
学
級
）
卒
業
式
（
第

40
期
生
）・
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
員
で
国
歌
、
町
民
の
歌
を
斉
唱
し
た
あ
と
、
教
育
長

か
ら
卒
業
者
35
名
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
在
学
中
の
２
年
間
、
無
欠
席
の
方
11
名

に
皆
勤
賞
が
贈
ら
れ
、
そ
の
向
学
心
と
健
康
管
理
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
在
校
生
を
代
表
し
て
吉
田
勉
さ
ん
か
ら
贈
る
言
葉
が
あ

り
、
卒
業
者
を
代
表
し
て
橋
本
進
さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

た
後
、
全
員
で
蛍
の
光
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
郡
山
市
か
ら
８
名
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
奏
者
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

エ
コ
ー
ズ 

コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
の
高
齢
者
学
級
生
や
た
く

さ
ん
の
町
民
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い
曲
が
演
奏

さ
れ
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

卒業生を代表してお礼の言
葉を述べる橋本進さん

演奏を披露するハーモニカ奏者



問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

　三春町の学校教育は、「子どもと教師の夢がともに育つ学校づくり」を目指し、学校再編後の初年度、学校教育
のさらなる充実を目指して、次の３つの柱を重点に取り組んで参ります。
◎ 夢をかなえる確かな学力の育成
　学校は、学習指導要領に沿った授業を完全に実施します。その中で教室以外のスペースや教科教室、余裕教室を
有効に活用して、児童生徒の学習意欲を高めつつ、一人一人に応じた指導に心がけ、確かな学力の向上に努めます。
現在、各学校は様々な学力検査などを実施しています。その結果を生かしてさらなる学力の向上を図ります。
◎ 夢を育む豊かな心の育成
　あいさつができ、思いやりのある子どもを育てることにさらに力を入れます。学校では授業に体験活動を多く取
り入れ、心の教育に効果を上げるように配慮します。また、キャリア教育という勤労意欲を高め、社会に貢献しよ
うとする心を育てる教育を小 ･ 中学校の９年間を通して続けます。各地域の中で豊かな心を持った子どもを育成し
ます。
◎ 夢をささえるたくましい体の育成
　東日本大震災に伴う東京電力福島第一原発事故の影響で下降気味だった、三春の子どもたちの体力は回復してき
ています。今年度は、さらなる体力の向上に心がけます。テレビやゲームなど、映像画面を見る時間の多さが三春
町の小中学生の問題となっています。映像画面から離れ、読書や家族団らんの時間を増やすよう呼びかけていきま
す。また、小中学校全学年で放射線に関わる授業を実施し、放射線についての理解を深め、子どもたち自らが放射
線に留意した生活を送れるよう指導します。

● 平成 25 年度「三春町学校教育の重点は…」

　４月１日現在、町立小中学校の概要をお知らせします。
● 小学生 140 名、中学生 181 名が４月 8 日に新しい門をくぐります

● 中学校 4 校で“閉校式”が行われました
　３月 23 日から 24 日にか
けて沢石中学校 ･ 要田中学
校 ･ 桜中学校 ･ 三春中学校
の閉校式が行われました。
　沢石中学校と要田中学校
は 66 年の学校の歴史に、桜
中学校は 22 年の学校の歴史
に、三春中学校は 66 年の日
向町校舎の歴史に別れを告
げました。
　4 月 1 日からは、４校が
統合して「三春中学校」と
して、新校舎での新たな歴
史がスタートします。

内新入学

51

37

12

  7 

19

内新入学

　　　9

　　　5

内新入学

137

　　 44

学校名

三春小学校

岩江小学校

御木沢小学校

中妻小学校

中郷小学校

児童数

329

236

277

262

275

校長名

太田　文枝

御代田裕紀

渡部　栄城

野木　達雄

大塚　克己

 

学校名

沢石小学校
要田小学校

学校名

三春中学校

岩江中学校

児童数

　　 67

　　 52

生徒数

392

143

校長名

宍戸　恵子
佐久間金治

校長名

添田　直彦

鴫原　和哉

※ 登下校に慣れない新入生の安全確保のため、地域の皆様の愛の一声をお願いします。

◆ 町立小中学校の概要（４月１日現在）

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

桜中学校

要田中学校沢石中学校

三春中学校

11



切
り

取
っ

て
保

存
し

て
く

だ
さ

い

ご予約・問い合わせ先　町立三春病院事務部　☎ 62-3131

町立三春病院News町立三春病院News

　
三
春
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

　
厳
冬
を
越
え
た
後
に
味
わ
う
春
の
暖
か
さ
は
格
別
で
す
。

　
実
は
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
春
の
訪
れ
の
少
し
前
に
、

三
春
病
院
に
は
電
子
カ
ル
テ
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
研
修
医
の

時
に
少
し
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
程
度
だ
っ
た
の
で
、
う
ま
く
対
応
で
き

る
か
ど
う
か
、
少
し
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
で
カ
ル
テ
を
書
い
て
、
検
査
を
出
し
、
処
方
箋
を
書
く
。

初
め
は
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
外

来
患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間
も
大
変
長
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
！
）
手
書
き
の
紙
カ
ル
テ
と
違
っ
て
、
少
し
で
も
ル
ー
ル
と

外
れ
た
入
力
を
す
る
と
受
け
付
け
ら
れ
な
い
な
ど
融
通
の
利
か
な
い
部

分
が
あ
り
、
入
力
パ
タ
ー
ン
を
覚
え
る
ま
で
が
大
変
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、こ
の
電
子
カ
ル
テ
は
、な
か
な
か
役
に
立
つ
存
在
で
す
。

　
例
え
ば
、
患
者
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
多

く
の
情
報
が
カ
ル
テ
に
は
詰
ま
っ
て
き
ま
す
。
紙
の
カ
ル
テ
を
使
っ
て

い
る
と
、
膨
大
な
そ
れ
ら
の
情
報
が
整
理
整
頓
さ
れ
ず
に
散
在
し
、
必

要
な
時
に
短
時
間
で
見
つ
け
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
い
で
す
。

　
電
子
カ
ル
テ
に
な
る
と
、
患
者
さ
ん
の
検
査
履
歴
、
既
往
歴
、
内
服

薬
な
ど
デ
ー
タ
と
し
て
整
理
さ
れ
た
状
態
に
な
り
ま
す
。
紙
カ
ル
テ
に

比
べ
る
と
そ
れ
ら
の
情
報
を
素
早
く
利
用
で
き
る
こ
と
に
加
え
て
、
ど

こ
に
い
っ
た
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
医
師
は
毎
日
数
十
名
の
患
者
さ
ん
を
外
来
で
診
察
し
ま
す
。そ
の
中
で
、

一
人
ひ
と
り
の
受
診
履
歴
を
し
っ
か
り
把
握
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
治

療
が
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
適
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
情

報
を
探
す
こ
と
に
時
間
を
使
う
の
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん
や
家
族
か
ら
話

を
聞
い
た
り
、
ど
う
い
う
方
針
が
い
い
か
考
え
た
り
す
る
こ
と
に
時
間
を

使
え
る
の
が
電
子
カ
ル
テ
の
大
き
な
利
点
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
電
子
カ
ル
テ
と
い
う
科
学
の
進
歩
を
携
え
て
、
さ
ら

に
患
者
さ
ん
の
背
景
を
良
く
理
解
し
た
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
【
三
春
町
立
三
春
病
院　
家
庭
医
療
科　

 

高
澤
奈
緒
美
】

三
春
病
院 

家
庭
医
療
科
だ
よ
り

★ 家庭医療科の診療に
　ついては、病院窓口へ
　お尋ねください。

「
三
春
病
院
、
電
子
化
の
到
来
」

月のコラムニスト今

平成 25 年度外来診療予定表
　医師の定期的な人事異動に伴い、担当医が代わる場合があります。また、待ち時間を少なくし混雑を避けるため
に、４月以降は予約を中心とした診療体制となります。このため、予約外で来られた患者さんにはお待ちいただく
か、または、診療できない場合もありますのでご了承ください。予約をしていない場合は、当日来院前にお電話で
確認されることをお勧めします。救急を必要とする場合はこの限りではありませんが、身体状況をお伺いし、治療
や検査が必要な際には適切に他医療機関をご紹介することもあります。

4 月

※ 1
 第４木曜日はペースメー　
カー外来です。
※2 
 高澤奈緒美医師は家庭医療科
が診療科目となります。
※3
 小児科の土曜日は 15 時から
の外来開始となります。
※4
 野水整医師は乳腺・甲状腺専
門外来となります。
※5
 松嵜正實医師は乳腺・甲状腺
専門外来となります。
※6
 産婦人科の水曜日は 15 時から
の外来開始となります。
※7
 心療内科は完全予約制となり
ます。

「卯月（うづき）」
　卯の花が咲く月であり、また十二支の４番目が
卯（うさぎ）であることから ｢ 卯月 ｣ になったと
云われています。
　卯の花は ｢ 空木（ウツギ）｣ の別名で、白くて
かわいい花を咲かせます。
　おからを炊いた ｢ 卯の花 ｣ という料理の名前
も、この花からきているようです。

｢ 清明（せいめい）｣
　春先の生き生きとした様子を表した
｢ 清浄明潔 ｣ という語を略したものです。
　清明風という語がありますが、これは
春分の後に東南から吹いてくる穏やかな
風であり、暖かい春になることを示して
います。

三春町立三春病院
家庭医療科　

医師 高澤奈緒美先生

午後

　 粟野裕行
　 管野寛昭
 高澤奈緒美※2
粟野裕行

管野寛昭
　 清水康博
渡辺直彦

丸山幸夫
渡辺直彦
粟野裕行

福島医大医師

小野木太

佐久間威之

　篠原眞美

火

　渡辺　真

大内久子（第1・3）

星ヶ丘病院医師

鶴岡美果

吉田孝雄※2・4

診療科 診療時間 月 水 木 金 土 備考

内科
家庭医療科

（午後は要予約）

小児科

外科

整形外科

産婦人科※6

眼科

耳鼻咽喉科

皮膚科

泌尿器科

心療内科※7

午前

午前

午前（〜11：00）

午後

午後

午前

午前

午後

午後

午前

午後

午前

午前

　岡部秀子

午後

　岡部秀子

清水康博 ※1
管野寛昭

丸山幸夫
粟野裕行

鶴岡美果
鶴岡美果

　亀岡　浩
　我妻俊介

星総合病院医師

　丸山幸夫
　 西山淳一
　 渡辺直彦

星総合病院医師

　渡辺　真

 松嵜正實（第4）※5

 大内孝幸※3

渡辺直彦
清水康博
管野寛昭

 野水整（第2）※4

 野水整（第2）※4

午前

星総合病院医師

〜 病院より 〜
外来診療予定表のとおり、担当医師が変更されています。今後、変更や新たな医師の着任などについては紙面上でお知らせします。
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保
存

版
平

成
2

5
年

度
 健

康
カ

レ
ン

ダ
ー

保
健

セ
ン

タ
ー

 ☎
6

2
-3

1
6

6

切
り

取
っ

て
保

存
し

て
く

だ
さ

い

13

【
町

内
の

実
施

医
療

機
関

一
覧

表
】

～
～

～
～

※
要
予
約

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
Ⅱ
期

二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
）

日
本
脳
炎

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

小
学
校
入
学
前
年
度
の
1年
間

（
平
成
19年

4月
2日
～
平
成
20年

4月
1日
生
ま
れ
）

※
 予
診
票
は
乳
幼
児
健
診
に
て
配
付
し
て
あ
り
ま
す
。

小
学
6年
生（
11歳

以
上
13歳

未
満
）

平
成
25年

度
に
3歳
・
4歳
に
な
る
幼
児

平
成
25年

度
に
7歳
・
8歳
・
9歳
・
10歳

に
な
る
未
接
種
者

※
予
診
票
は
乳
幼
児
健
診
で
配
付
し
て
あ
り
ま
す
。

平
成
25年

度
に
18歳

と
な
る
未
接
種
者

中
学
1年
生
女
子

（
平
成
12年

4月
2日
～
平
成
13年

4月
1日
生
ま
れ
）

※
 中
学
2年
生
～
高
校
1年
生
相
当
の
女
子
で
未
接
種

　
の
方
は
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
防
接
種
名

接
種
対
象
者

　
4

月
1

日
よ

り
予

防
接

種
対

象
に

な
っ

て
い

る
方

に
は

個
別

に
お

知
ら

せ
し

て
い

ま
す

。
接

種
期

限
が

あ
り

ま
す

の
で

、
早

め
に

接
種

を
済

ま
せ

ま
し

ょ
う

。
※

 お
知

ら
せ

が
届

か
な

い
方

、
予

診
票

が
な

い
方

、
都

合
に

よ
り

県
　

外
で

接
種

を
受

け
る

方
は

、保
健

セ
ン

タ
ー

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

▶
 主

な
予

防
接

種
の

対
象

年
齢

　
接

種
年

齢
が

拡
大

さ
れ

ま
し

た
。

▶
 接

種
対

象
者

　「
生

後
6

月
に

至
る

ま
で

の
間

に
あ

る
者

」
→「

生
後

1
歳

に
至

る
ま

で
の

間
に

あ
る

者
」に

拡
大

。
▶

 標
準

的
な

接
種

期
間

　
　

生
後

5
月

に
達

し
た

時
か

ら
生

後
8

月
に

達
す

る
ま

で
の

間
　

▶
 平

成
25

年
4

月
1

日
以

降
、

生
後

6
月

を
過

　
ぎ

て
未

接
種

の
お

子
様

は
、

1
歳

に
至

る
ま

で
の

　
間

に
Ｂ

Ｃ
Ｇ

予
防

接
種

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
ま

　
す

。

　
日

本
脳

炎
予

防
接

種
は

平
成

17
年

度
よ

り
接

種
を

差
し

控
え

て
い

ま
し

た
が

、
平

成
22

年
よ

り
接

種
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
　

ま
た

、
平

成
17

年
か

ら
21

年
度

の
間

に
接

種
機

会
を

逃
し

た
方

の
接

種
時

期
が

緩
和

さ
れ

ま
し

た
。

日
本

脳
炎

予
防

接
種

▶
 接

種
年

齢
▷

 通
常

の
定

期
予

防
接

種
　

3
歳

の
お

誕
生

日
を

迎
え

た
ら

初
回

接
種

を
開

始
し

ま
し

ょ
う

。
▷

 平
成

7年
４

月
２

日
か

ら
平

成
19年

4月
1日

生
ま

れ
の

方
で

接
種

を
し

て
い

な
い

方
　

20
歳

未
満

ま
で

の
間

、
未

接
種

分
の

定
期

予
防

接
種

が
で

き
ま

す
。

▷
 接

種
回

数
　

6
日

か
ら

28
日

の
間

隔
を

お
い

て
2

回
接

種
、

さ
ら

に
お

お
む

ね
1

年
後

に
3

回
目

を
接

種
し

ま
す

。

Ｂ
Ｃ

Ｇ
予

防
接

種

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

●
 予

防
接

種
を

受
け

る
際

は
、医

療
機

関
へ

の
予

約
が

必
要

で
す（

予
約

し
な

い
と

受
け

ら
れ

ま
せ

ん
）。な

お
、母

子
手

帳
と

予
診

票
を

ご
持

参
く

だ
さ

い
。

●
 町

外
の

医
療

機
関

で
接

種
す

る
場

合
に

は
、

実
施

日
時・受

け
ら

れ
る

予
防

接
種

の
種

類
な

ど
を

直
接

医
療

機
関

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

●
 対

象
年

齢
の

範
囲

で
あ

れ
ば

、
県

内
ほ

と
ん

ど
の

医
療

機
関

(「
広

域
予

防
接

種
実

施
医

療
機

関
」

と
言

い
ま

す
)で

、
無

料
で

予
防

接
種

が
　

受
け

ら
れ

ま
す

。
●

 お
子

さ
ん

の
健

康
上

の
理

由
に

よ
り

、「
広

域
予

防
接

種
実

施
医

療
機

関
」

で
接

種
が

受
け

ら
れ

な
い

方
へ

は
、

助
成

制
度

が
あ

り
ま

す
。

事
　

前
に

保
健

セ
ン

タ
ー

へ
ご

相
談

く
だ

さ
い

。

小
児

用
肺

炎
球

菌
ワ

ク
チ

ン
ヒ

ブ
ワ

ク
チ

ン
子

宮
頸

が
ん

予
防

ワ
ク

チ
ン

　
4

月
1

日
よ

り
任

意
接

種
か

ら
予

防
接

種
法

に
基

づ
く

定
期

の
予

防
接

種
に

な
り

ま
す

。
▶

 平
成

25
年

度
も

接
種

料
金

を
全

額
助

成
し

ま
す

。
▶

 接
種

年
齢

　
▷

 肺
炎

球
菌

・
ヒ

ブ
ワ

ク
チ

ン
　

生
後

2
か

月
～

5
歳

未
満

▷
 子

宮
頸

が
ん

予
防

ワ
ク

チ
ン

　
小

学
６

年
生

か
ら

高
校

1
　

年
生

相
当

の
女

子

予
防

接
種

法
の

一
部

が
変

わ
り

ま
す



切
り

取
っ

て
保

存
し

て
く

だ
さ

い

平
成

25
年

度
 健

康
カ

レ
ン

ダ
ー

保
健

セ
ン

タ
ー

 ☎
62-5110

◆
 対

象
者

は
人

数
に

よ
り

変
動

す
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
  開

始
時

間
、

対
象

者
に

つ
い

て
は

毎
月

の
「

広
報

み
は

る
」

や
個

別
の

通
知

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

～～ ～～～～～～～

～～～～～～～ ～

～
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滝桜に行ってみよう！

● 三春町観光協会　☎ 62-3690
● 三春町役場　産業課 観光グループ　☎ 62-3960

● 三春町観光協会 HP　http://www.miharukoma.com ● 三春町 HP　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 携帯電話サイト　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

●●臨時バス滝桜号●●（三春駅⇔滝桜）
　臨時バス滝桜号を運行します。三春駅と滝桜の間を運行し、コース内の停
留所で、当日に限り何度でも乗り降りができます。
◆ 運行期間　４月 13 日（土）〜４月 21 日（日）を予定　◆ 時刻表は 16 ページをご覧ください。
◆ 運行区間と停留所名

◆ 運賃　大人 1,000 円（滝桜観桜料 300 円を含む。）、中学生 700 円、小学生 350 円、未就学児無料

●●無料シャトルバス●●（町営グラウンド⇔滝桜）
　混雑が予想される土日は、渋滞緩和策として無料のシャトルバスを運行します。三春町運動公園に車を停めてご利用ください。
◆ 運行期間　４月 13（土）・14（日）・20（土）・21（日）
◆ 運行区間　三春町運動公園（町営グラウンド）と三春滝桜間を運行
　　　　　　 ※ 所要時間は片道約 15 分、15 分から 20 分間隔で運行します。
◆ 料　　金　駐車場・乗車料ともに無料（滝桜観桜料として別途 300 円かかります。）
◆ 運行時間　午前 8 時〜午後６時 30 分（ライトアップ時は、午後９時 30 分まで）
　　　　　　 ※ 午後 10 時には運動公園駐車場を閉鎖しますので、時間までに退車をお願いします。

滝桜臨時バス
（滝桜がラッピングされています）

※ 上記運行区間の枠線で囲んである区間については、① 13・14・20・21 日は通過しません。 ② 15 日から 19 日までの午
後５時以降は通過しません。 ③三春の里田園生活館の後、常楽院桜前で下車のみ可能となりますので、ご注意ください。

　滝桜観桜料がかかりますが、下の無料優待券をお持ちい
ただくと観桜券と引換えとなります。ぜひ滝桜へお出かけ
ください。
　「無料優待券」１枚につきお一人様のみ有効です。

〜 滝桜観桜町民無料優待券について 〜 滝桜観桜町民無料優待券
・滝桜にお越しの際は、本券をご持参ください。
・本券と観桜券を引換えいたします。

三春町指定管理者
三春町観光協会25◆ 問　三春町指定管理者　三春町観光協会

　　　 ☎ 62-3690

滝桜観桜町民無料優待券
・滝桜にお越しの際は、本券をご持参ください。
・本券と観桜券を引換えいたします。

三春町指定管理者
三春町観光協会25

滝桜観桜町民無料優待券
・滝桜にお越しの際は、本券をご持参ください。
・本券と観桜券を引換えいたします。

三春町指定管理者
三春町観光協会25

滝桜観桜町民無料優待券
・滝桜にお越しの際は、本券をご持参ください。
・本券と観桜券を引換えいたします。

三春町指定管理者
三春町観光協会25

滝桜観桜町民無料優待券
・滝桜にお越しの際は、本券をご持参ください。
・本券と観桜券を引換えいたします。

三春町指定管理者
三春町観光協会25

切
り
取
り

切り取り
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三
春
大
町

（
み
は
る
壱
番
館
前
）

役
場
前

（
歴
史
民
俗
資
料
館
前
）

三
春
駅

さ
く
ら
の
公
園

三
春
ダ
ム
資
料
館

三
春
の
里
田
園
生
活
館

滝   

桜
役
場
前

（
歴
史
民
俗
資
料
館
前
）

三
春
大
町

（
み
は
る
壱
番
館
前
）

三
春
駅



滝桜のライトアップを行います
　滝桜のライトアップを４日間行います。ライトアップされた滝桜は、普段観
ることができる昼間の滝桜とまた違った趣きがあります。平日も行いますので、
ぜひお楽しみください。
◆ 実施日　４月 19 日（金）〜 22 日（月）◆ 時間　午後６時〜９時
※ 開花状況によって実施日が変わることがありますので、ご了承ください。

三春駅前（着）
9：37
10：32
11：27
12：12
13：02
14：07
14：47
15：32
16：32
17：12
17：52
18：37

滝桜（発）
9：00
9：15
9：30
10：00
10：15
10：30
10：45
11：00
11：15
11：25
11：45
12：00
12：15
12：30
12：45
13：00

三春駅前（着）
9：17
9：32
9：47
10：17
10：32
10：47
11：02
11：17
11：32
11：42
12：02
12：17
12：32
12：47
13：02
13：17

滝桜（発）
13：45
14：05
14：30
14：55
15：15
15：35
16：00
16：15
16：30
17：00
17：30
17：50
18：30
18：50
19：30
20：00

三春駅前（着）
14：02
14：22
14：47
15：12
15：32
15：52
16：17
16：32
16：47
17：17
17：47
18：07
18：47
19：07
19：47
20：17

ダム資料館
9：27
10：22
11：17
12：02
12：47
13：52
14：37
15：22
16：17

三春の里
9：29
10：24
11：19
12：04
12：49
13：54
14：39
15：24
16：19

役場前
9：39
10：34
11：29
12：14
12：59
14：04
14：49
15：34
16：29
17：07
18：09
19：04
20：14

三春大町
9：40
10：35
11：30
12：15
13：00
14：05
14：50
15：35
16：30
17：08
18：10
19：05
20：15

三春駅前
9：44
10：39
11：34
12：19
13：04
14：09
14：54
15：39
16：34
17：12
18：14
19：09
20：19

三春駅前（発）
8：30

 ★  9：05
☆  9：20
★  9：40
☆10：10
★10：15
☆10：55
★11：05
☆11：40
★11：50
★12：15
12：40

☆13：40
★13：45
★14：25
☆14：40
★14：50
△15：30
◆15：35
16：20
17：10

※18：10
※19：05

三春大町
8：34
9：09
  9：24
9：44
10：14
10：19
10：59
11：09
11：44
11：54
12：19
12：44
13：44
13：49
14：29
14：44
14：54
15：34
15：39
16：24
17：14
18：14
19：09

役場前
8：35
9：10
  9：25
9：45
10：15
10：20
11：00
11：10
11：45
11：55
12：20
12：45
13：45
13：50
14：30
14：45
14：55
15：35
15：40
16：25
17：15
18：15
19：10

滝桜（着）
8：47
9：22
  9：37
9：57
10：27
10：32
11：12
11：22
11：57
12：07
12：32
12：57
13：57
14：02
14：42
14：57
15：07
15：47
15：52
16：37
17：27
18：27
19：22

滝桜（発）
9：20
10：15
11：10
11：55
12：45
13：50
14：30
15：15
16：15
16：55
17：35
18：20

滝桜（発）
9：20
10：15
11：10
11：55
12：40
13：45
14：30
15：15
16：10
16：55
17：57
★18：52
★20：02

★ 21日・22日のみ運行
☆ 13日～19日のみ運行
△ 13日・14日のみ運行
◆ 15日～21日のみ運行
※ 19日～21日のみ運行

◆ ４月１5日(月）から１９日（金）の午後4時10分発までは滝桜から、さくらの公園、ダム資料館、三春の里を経由します。

◆ 滝桜→役場前→三春大町→三春駅の時刻表◆ 三春駅→滝桜の時刻表 滝
桜
臨
時
バ
ス
時
刻
表

三
春
駅

滝
桜

13日（土）・14日（日） 20日（土）・21日（日）

さくらの公園
9：26
10：21
11：16
12：01
12：46
13：51
14：36
15：21
16：16

★ 19日のみ運行

切り取り 切り取り

切り取り 切り取り

行
っ
て
み
よ
う
！

滝
桜
へ

行
っ
て
み
よ
う
！

滝
桜
へ

行
っ
て
み
よ
う
！

滝
桜
へ

行
っ
て
み
よ
う
！

滝
桜
へ

行
っ
て
み
よ
う
！

滝
桜
へ

行
っ
て
み
よ
う
！

滝
桜
へ

三春町観光協会

三春町観光協会三春町観光協会

三春町観光協会

三春町観光協会三春町観光協会
16



◆
 総

合
集

団
健

診
日

程
表

　
　

受
付

時
間

　
午

前
７

時
30

分
〜

９
時

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

要
田
交
流
館
大
平
荘

八
島
台
集
会
所

中
妻
地
区
公
民
館

沢
石
会
館

中
郷
地
区
交
流
館

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

岩
江
セ
ン
タ
ー

岩
江
セ
ン
タ
ー

岩
江
セ
ン
タ
ー

岩
江
セ
ン
タ
ー

御
木
沢
地
区
公
民
館

５
月
 ８
日

５
月
 ９
日

５
月
10日

５
月
13日

５
月
14日

５
月
15日

５
月
16日

５
月
17日

５
月
29日

５
月
30日

５
月
31日

6月
  2日

６
月
10日

６
月
11日

６
月
12日

６
月
13日

６
月
14日

水木金月火水木金水木金日月火水木金

中
町
荒
町
八
幡
町

大
町
、北
町

新
町
熊
耳
、南
成
田
、北
成
田
、庄
司

八
島
台

鷹
巣
、斎
藤
、沼
沢
、西
方

青
石
、実
沢
、富
沢

滝、柴原、春沢、狐田、過足、根本、樋渡、蛇石
込
木
、芹
ケ
沢
、貝
山

元
町
、栄
町
、平
沢
１
区

下
舞
木
３
区
・４
区

下
舞
木
１
区

下
舞
木
２
区

山
田
、上
舞
木

平
沢
２
区
、御
祭
３
区・４

区
、七
草
木

実
施
日

会
場

対
象
地
区

　
町

の
健

（
検

）
診

対
象

者
の

方
全

員
に

「
総

合
健

（
検

）
診

受
診

録
」

を
送

付
し

ま
す

の
で

、
必

ず
内

容
を

確
認

し
て

受
診

の
準

備
を

し
て

く
だ

さ
い

。
大

腸
が

ん
検

診
の

採
便

容
器

は
、

平
成

24
年

度
に

大
腸

が
ん

検
診

を
受

け
た

方
と

大
腸

が
ん

無
料

ク
ー

ポ
ン

対
象

の
方

に
送

付
し

ま
す

。
新

た
に

大
腸

が
ん

検
診

を
希

望
す

る
方

は
、

保
健

セ
ン

タ
ー

へ
お

申
し

込
み

く
だ

さ
い

。
　

な
お

、
個

別
（

施
設

）
検

診
は

7
月

か
ら

実
施

す
る

予
定

で
す

。
総

合
健

（
検

）
診

受
診

録
は

、
集

団
、

施
設

検
診

共
通

で
使

用
し

ま
す

の
で

、
紛

失
し

な
い

よ
う

に
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

　
詳

し
く

は
、ご

家
庭

に
送

付
さ

れ
る

「
成

人
健

康
診

査
の

し
お

り
」

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

切
り

取
っ

て
保

存
し

て
く

だ
さ

い

◆
 町

の
健

（
検

）
診

対
象

者
の

方
へ

「
三

春
町

成
人

健
康

診
査

の
ご

案
内

」
を

送
付

し
ま

す

◆
 子

宮
頸

が
ん

検
診

・
骨

粗
し

ょ
う

症
検

診
・

乳
が

ん
検

診
日

程
表

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う
症
集
団
健
診

６
月
17日（

月
）

７
月
７
日（
日
）

実
施
日

会
場

受
付
時
間

対
象
地
区

岩
江
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

午
前９時

～９時
30分

午
前８時

～８時
30分

午前10時～10時30分

岩
江

大
町・中

町・八
幡
町・荒

町・
北
町・新

町・八
島
台

沢石・要田・御木沢・中妻・中郷

実
施
日

会
場

受
付
時
間

対
象
地
区

乳
が
ん
集
団
検
診

９
月
頃
に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
程
が
決
ま
り
次
第
、日
時
の
予
約
を
開
始
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、「
広
報
み
は
る
」な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
 保

健
セ

ン
タ

ー
開

放
日

で
は

ど
ん

な
こ

と
が

で
き

る
の

!?
①

 広
い

ホ
ー

ル
で

の
び

の
び

体
操

・
遊

び
　

②
 み

ん
な

で
楽

し
く

お
し

ゃ
べ

り
タ

イ
ム

③
 子

ど
も

の
成

長
を

子
ど

も
用

の
体

重
計

で
チ

ェ
ッ

ク
　

④
 窓

口
で

は
健

康
・

福
祉

に
　

関
す

る
こ

と
な

ど
様

々
な

相
談

が
で

き
ま

す
の

で
、

お
気

軽
に

ご
利

用
だ

さ
い

。

▶
 時

間
　

午
前

９
時

〜
午

後
３

時
30

分
　

▶
 場

所
　

保
健

セ
ン

タ
ー

※
 日

程
が

変
更

に
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

、
毎

　
月

の
「

広
報

み
は

る
」

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

●
 負

担
金

は
、

検
診

当
日

に
会

場
で

徴
収

し
ま

す
。

●
 負

担
金

が
免

除
に

な
る

方
①

 年
度

内
に

70
歳

以
上

に
な

る
方

②
 町

民
税

が
非

課
税

世
帯

に
属

す
る

方
③

 生
活

保
護

世
帯

の
方

※
 70

歳
未

満
で

②
に

該
当

す
る

方
は

、
負

担
金

免
除

の
手

続
き

が
必

要
で

す
の

で
、

保
健

セ
ン

タ
ー

ま
で

お
越

し
く

だ
さ

い
。

対
象
年
齢

後期高齢者健康診査

特
定
健
診
診
査

一
般
健
康
診
査

胃
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

結
核・肺

が
ん
検
診

子
宮
頸
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

骨
粗
しょう

症
検
診

検
診
項
目

負
担
額

75歳
～

40～
74歳

19～
39歳

20歳
～

20歳
～

50歳
～

20歳
～

20歳
～

40歳
～

40・45・50・
55・60・65歳

無
料

1,000円
※
 70歳

以
上
無
料

1,000円
500円
※
 70歳

以
上
無
料

500円
※
 70歳

以
上
無
料

500円
※
 70歳

以
上
無
料

無
料

500円
※
 70歳

以
上
無
料

500円
※
 70歳

以
上
無
料

500円
※
 70歳

以
上
無
料

◆
 社

会
保

険
被

扶
養

者
の

皆
様

へ
（

40
歳

か
ら

74
歳

ま
で

の
方

）
　

加
入

し
て

い
る

医
療

保
険

者
か

ら
送

付
さ

れ
る

「
特

定
健

診
受

診
券

」
と

医
療

保
険

証
が

あ
れ

ば
、

町
の

集
団

健
診

で
特

定
健

診
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

（
一

部
の

医
療

保
険

者
を

除
く

）。
詳

し
い

送
付

時
期

、
受

診
可

能
な

医
療

機
関

な
ど

に
つ

い
て

は
、

各
医

療
保

険
者

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

　
ま

た
、

各
種

が
ん

検
診

は
加

入
し

て
い

る
医

療
保

険
に

か
か

わ
ら

ず
受

診
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

◆
 各

集
団

検
診

の
対

象
年

齢
・

負
担

金

※
 対

象
地

区
以

外
の

日
で

も
受

診
で

き
ま

す
。

※
 平

成
24

年
度

対
象

で
未

受
診

者
の

方
は

、受
診

で
き

ま
す

。
事

前
に

保
健

セ
ン

タ
ー

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

毎
月

2
回

住
民

の
方

々
に

保
健

セ
ン

タ
ー

多
目

的
ホ

ー
ル

を
開

放
し

て
い

ま
す

。
赤

ち
ゃ

ん
の

成
長

の
確

認
に

、子
ど

も
の

遊
び

場
に

、自
分

の
健

康
チ

ェ
ッ

ク
に

、ぜ
ひ

、ご
利

用
く

だ
さ

い
。

※
 開

催
日

は
、

各
　

日
と

も
金

曜
日

　
で

す
。
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切
り

取
っ

て
保

存
し

て
く

だ
さ

い

5月31日（金）

7月   1日（月）

7月31日（水）

9月 ２日（月）

9月30日（月）

10月31日（木）

12月  2日（月）

12月25日（水）

1月31日（金）

2月28日（金）

3月31日（月）

平成25年

平成26年

※ ※ ※ ※

保存版

問い合わせ先　税務課　課税グループ ☎ 62-8127　収納グループ ☎ 62-2136

５

◆ 納期限を過ぎて納めた場合は、法令の定めるところにより、延滞金を納めていただくことになります。
◆ また、督促状発付の日から起算して 10 日を経過しても納付されない場合は、法の定めるところにより、差押

えなどの滞納処分を受けることとなりますのでご注意ください。

※の税目はコンビニエンスストアで納付することができます。

★ 町県民税・後期高齢者医療保険料・介護保険料の納期は口座振替、納付書払いの方の納期です。
★ 平成25年度より、全期前納報奨金制度を廃止します（詳しくは24ページをご覧ください）。
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暖
か
な
日
差
し
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
３
月
１
日
に
体
育
館

で
、
平
成
24
年
度
第
65
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
、
多
数
の
来
賓

の
方
々
の
ご
出
席
を
賜
り
、
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
生
徒
会
長
宮
村
光
君
が
送
辞
で
先
輩
方
の
功
績
を
称
え

る
と
と
も
に
、
本
校
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
、
卒
業
生
代

表
の
先
﨑
大
朗
君
が
答
辞
で
、
保
護
者
、
友
人
、
恩
師
へ
の

感
謝
の
想
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

３
年
体
育
科
が
退
場
す
る
場
面
で
は
、
体
育
科
の
１
・
２
年
生

が
起
立
し
、先
輩
方
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
深
々

と
一
礼
し
、
卒
業
式
は
驚
き
と
感
激
の
中
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

90
年
の
伝
統
を
誇
る
卒
業
式
は
、
多
く
の
同
窓
生
の
方
々

や
近
隣
中
学
校
の
関
係
者
に

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
卒
業

生
、
在
校
生
、
教
職
員
が
一

体
と
な
っ
て
挙
行
し
た
誇
れ

る
式
で
し
た
。

　

今
後
と
も
、
各
関
係
各
位

の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
学
校
作
り
に
励

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

卒
業
証
書
授
与
式
に
伴
う
表
彰
者
一
覧

◆ 

校
内
表
彰　

 

優
等
賞 

47
名　

功
労
賞 

73
名　

 

皆
勤
賞 

64
名 

◆ 

外
部
表
彰
（
敬
称
略
）

　

全
国
高
等
学
校
長
協
会
体
育
部
会
長
賞 

小
枝
理
奈
・
山
田
寛
貴
／
円
谷
幸
吉
賞 

小
枝
理
奈

／
福
島
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
優
秀
部
員
表
彰 

高
橋
知
大
／
福
島
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
ダ

ブ
ル
ス
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
表
彰 

鈴
木
友
梨
／
福
島
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
優
秀
選
手
賞 

本
間

千
春
／
福
島
県
ボ
ー
ト
協
会
優
秀
選
手
賞 

高
橋
珠
美
・
髙
松
和
彦
／
第
15
回
高
校
生
新
聞
社

賞 

橋
本
瀬
莉
奈

◆ 

第
65
回
卒
業
式
挙
行

◆ 

平
成
24
年
度
同
窓
会
入
会
式
開
催

　

３
月
18
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
全
国
選
抜
選
手
権
大
会
が
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
校
か
ら
は
、柔
道
競
技
（
男
・
女
）、ボ
ー
ト
競
技
（
女
子
）、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
（
女
子
）、

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
（
男
子
）、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
（
男
子
）
の
５
競
技
に
20
名

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。

　

町
内
各
関
係
者
の
方
々
に
は
多
大
な
る
ご
声
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
月
28
日
、
田
村
高
校
同
窓
会
役
員
11
名
の
方
々

に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
平
成
24
年
度
同
窓
会
入
会

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
２
７
０
名
が
参
加
し
、

副
会
長
の
内
藤
忠
さ
ん
が
、
田
高
同
窓
生
の
活
躍
と

新
同
窓
生
に
対
す
る
期
待
の
気
持
ち
を
述
べ
、
幹
事

長
の
橋
本
紘
毅
さ
ん
か
ら
「
会
則
お
よ
び
組
織
」
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
窓
会
か
ら
卒
業
生
に
対
し
て
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
の
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
渡
邉
拓
夢
君
が

「
お
世
話
に

な
っ
た
田

村
高
校
に

恩
返
し
を

す
る
た
め
、

今
後
は
同
窓
生
と
し
て
田
高
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
」
と
力
強
く
入
会
を
誓
い
ま
し
た
。

　

県
内
で
も
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
同
窓
会
役
員
が
出

席
し
て
の
同
窓
会
入
会
式
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
だ
け
、
本
校
同
窓
会
の
活
動

は
充
実
し
て
お
り
、
そ
の
地
道
な
サ
ポ
ー
ト
が
生
徒

た
ち
の
文
武
両
道
に
お
け
る
活
躍
に
結
び
つ
い
て
い

る
と
、
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185

◆ 

平
成
24
年
度
全
国
選
抜
選
手
権
大
会
出
場

普通科を代表して卒業証書を授与される松本明紘君卒業生を代表して答辞を述べる先﨑大朗君

声高らかに式歌を斉唱する卒業生

同窓会入会代表あいさつする渡邉拓夢君

同窓会入会式のようす
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主な施設の休館日

延長業務

▶ 図書館（☎ 62-3375）
　4 月 1・3・8・15・22・29 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　4 月 1・8・15・22・30 日
▶ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　4 月 1・8 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　4 月 1 日
▶ 中央児童館（☎ 62-8666）
　日曜日、祝日
▶ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　4 月 1 〜 4・12・25 日
　土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　4 月 3・10・17・24 日
　 午後 7 時まで
 　【毎週日曜日】
 　4 月 7・14・21・28 日
　 午前８時 30 分〜 12 時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　4 月 20 日（土）・21 日（日）
　 午前 9 時〜午後 4 時

20

久保木脩一朗 津軽三味線

津軽三味線「脩一朗 & 大地」
　津軽三味線奏者 久保木脩一朗と仲間による三
味線 4 丁と笛・尺八、太鼓による豪華な公演で
す。代表的な「津軽あいや節」「津軽じょんがら節」
ほか、曲弾き合戦など、たっぷりと堪能していた
だけます。
◆ 日時　４月 13 日（土）午後４時開演
◆ 入場料　全席指定
　　　　　 一般 3,500 円 ／高校生以下 1,500 円
　　　　　 チケット好評発売中！

小椋佳「歌紡ぎの会」

　三春交流館「まほら」は、開館 10 周年を迎えます。

◆ 日時　６月 29 日（土）午後５時開演
※ チケットは、３月 14 日に発売開始し１週間で完売しました。ありがとう
　ございました。

▶ 問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

◎ 平成 25 年度三春交流館「まほら」開館 10 周年記念事業
開催日 事業内容 開演時間 前売券

4月13日（土） 津軽三味線「脩一朗&大地」

女優たちによる朗読
「夏の雲は忘れない」ヒロシマ・ナガサキ1945年
山口果林  高田敏江  長内美那子　日色ともゑ  
神保共子  大橋芳江  柳川慶子　渡辺美佐子
山田昌　大森暁美たちの中から6名出演

「まほら」ニューイヤーコンサート2014
日本フィルハーモニー交響楽団

平成26年
1月13日（月・祝日）

一般 3,500円
高校生以下 1,500円午後４時

6月29日（土） 小椋佳「歌紡ぎの会」 午後５時 完売しました

7月12日（金） 午後７時 一般 2,000円
中学生以下 1,000円

9月28日（土） 宮川彬良「未来の音楽授業~アキラ塾」 未定

未定

未定

未定

三春交流館運営協会自主事業

　平成 16 年に上演した『地人会・朗読劇「この
子たちの夏」ヒロシマ・ナガサキ 1945 年』を
覚えている方も多いことでしょう。地人会は数
年前に解散しましたが、それまで続けてきた女
優たちが、「夏の会」として新たに立ち上げ活動
しています。戦場カメラマン「ジョー・オダネ
ル」のスライドなども入り、演出も変わりました。
原爆による、子どもや母親たちの手記を朗読し
ます。
　チケットはお早めにお求めください。
◆ 日時　7 月 12 日（金）午後 7 時開演
◆ 入場料　全席指定　一般 2,000 円／中学生以下 1,000 円
◆ 発売開始　4 月 11 日（木）午前 10 時
◆ 電話予約　4 月 12 日（金）午前 10 時

女優たちによる朗読劇
「夏の雲は忘れない」ヒロシマ・ナガサキ 1945 年



三春町文化祭参加団体募集
    

M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ ４月のイベント情報 ◆◆◆

21日（日）

７日（日）

27日（土）

三春桜歌謡祭
４月

４月

４月

第11回「芸能さくら祭り」

20日（土）

21日（日）

音で書き、墨で奏でる日本の四季

東日本大震災復興支援 あびけん＆きなっちのトーク＆ライブショー ～プロジェクトＴｓｕｂａｋｉ～

第９回「みはる春のおどり」

津軽三味線 脩一朗＆大地
４月
13日（土）

4月

４月

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

春の天体を中心に観察を行います。星を見る会
自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

▶ 日　時　４月 12 日（金）、20 日（土）
　　　　 　午後７時〜９時
　　　　 　※ 荒天中止（曇天・風雨・雷など）
▶ 場　所　自然観察ステーション天文台

　一般町民および各種団体の文化活動の成果を広く発
表するとともに、それらを鑑賞する機会と場をみんな
で演出し、三春町の芸術文化の普及と向上を図ること
を目的として、町文化祭を実施しますので参加団体を
募集します。皆さんで文化祭に参加してみませんか。

◆ 開催期間
　10 月 18 日（金）～ 11 月 10 日（日）
※ 文化祭期間中は月曜日も開館します。
◆ 会場　三春交流館「まほら」ほか
◆ 参加対象　三春町民または、三春町内に在勤する　
　方、もしくはその方々で構成する団体
◆ 申込方法　5 月 10 日（金）までに、三春交流館「ま
　ほら」備え付け参加申込書に必要事項を記入のうえ、
　お申し込みください。
※ 参加団体が出揃った 5 月下旬に実行委員会を開催し 
　て、日程調整を行います。
◆ 問　三春交流館「まほら」☎ 62-3837

▶ 参加料　大人 200 円　子ども 100 円
▶ 講　師　本多憲光さん、影山博さん
※ 寒くない服装でお越しください。

◆ 開放日　4 月 10・11・14・15・16・17・18・22・23・24・25・26・27・28・29・30 日
　散策に疲れたとき、お弁当を食べるときにご利用ください。

◆  観光客無料休憩所としてホワイエを開放します

　町教育委員会では、地域住
民のスポ－ツ活動、交流の場
として、学校教育に支障のな
い範囲で、町立小中学校や閉
校した中学校の体育施設の開
放事業を実施しています。
　利用できるのは、町内在住・
在勤・在学の方 10 名以上の団
体で、原則 10 名以上で使用すること、成人者を
代表とする団体です。
　利用を希望する方は、生涯学習課への団体登録
が必要となりますので、お問い合わせください。
◆ 問　三春交流館「まほら」☎ 62-3837

平成 25 年度学校体育施設
　　　開放事業の実施について
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〈
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
・

　
　
　
　
　

お
は
な
し
会
〉

【
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
】

▼ 

日
時　
４
月
10
・
24
日
（
水
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼ 

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

【
日
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時　
４
月
14
日
（
日
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼ 

対
象　
幼
稚
園
児
と
小
学
校
低
学
年

【
木
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時　
４
月
18
日
（
木
）

　

 　
　
　

放
課
後

▼ 

対
象　
小
学
校
低
学
年

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

〈
児
童
館
今
月
の
行
事
〉

※ 

集
合
場
所
は
い
ず
れ
も
中
央
児

　

童
館
で
す
。

★ 

春
の
お
花
見
遠
足

▼ 

日
時　
４
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

〈
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

今
月
の
行
事
〉

★ 

お
は
な
し
「
あ
の
ね
」
の
日

▼ 

日
時　
４
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
45
分
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
支
援
セ
ン
タ
ー
保
育
士

　

と
一
緒
に
手
遊
び
や
お
話
を
楽

　

し
む
時
間
で
す
。
０
か
ら
２
歳

　

児
が
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
ぜ

　

ひ
お
話
を
聞
き
に
き
て
ね
！

●　

●　

●

★ 

「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」

〜
親
子
で
ホ
ッ
と
で
き
る
時
間
〜

　

お
子
さ
ん
は
遊
び
を
楽
し
み
、

お
母
さ
ん
は
交
流
会
で
ホ
ッ
と
す

る
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
参
加
費
、

申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
４
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

　

お
母
さ
ん

▼ 

内
容　

▽ 

保
育
士
さ
ん
と
一
緒
に
親
子
遊

　

び
を
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

お
母
さ
ん
の
た
め
の
「
元
気

　

が
湧
い
て
く
る
交
流
会
」
を

　

開
き
ま
す
。

▽ 

交
流
会
の
間
、
お
子
さ
ん
は
遊

　

び
を
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

「
不
安
だ
」「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」

　
「
落
ち
着
か
な
い
」
な
ど
お
子

　

さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
困
っ
た
こ

　

と
が
あ
れ
ば
個
別
相
談
も
で
き

　

ま
す
。

▼ 

持
ち
物　
帽
子
、
水
筒
、
敷
物
、

　

お
や
つ

▼ 

申
込
期
限　
４
月
15
日
（
月
）

●　

●　

●

★ 

母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
製
作

▼ 

日
時　
４
月
22
日
〜
24
日（
水
）

　
　
　
　

 

放
課
後

※ 

３
日
間
連
続
で
児
童
館
に
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

▼ 

内
容　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
カ
バ
ー

▼ 

参
加
費　
５
０
０
円

▼ 

申
込
期
限　
４
月
15
日
（
月
）

●　

●　

●

★ 

理
科
ク
ラ
ブ

▼ 

日
時　
４
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
〜

▼ 

内
容　
カ
ル
メ
や
き
づ
く
り

▼ 

対
象　
小
・
中
学
生
と
保
護
者

▼ 

申
込
期
限　
４
月
18
日
（
木
）

▼ 

指
導
者　
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

の
皆
さ
ん

▼ 

申
込
・
問　
中
央
児
童
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

８
６
６
６

〈
児
童
館
ク
ラ
ブ
員
募
集
〉

　

児
童
館
で
は
、
平
成
25
年
度
の

児
童
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

募
集
す
る
ク
ラ
ブ

★ 

料
理
ク
ラ
ブ

▽ 

募
集
定
員　
定
員
15
名

▽ 

活
動
日
時　
毎
月
第
２
土
曜
日

　
　
　
　
　
　

 （
午
前
９
時
30
分
）

▽ 

対
象　
小
学
校
３
年
生
～
中
学
生

▽ 

年
間
材
料
費　
１
、５
０
０
円

★ 

お
り
が
み
ク
ラ
ブ

▽ 

募
集
定
員　
15
名

▽ 

活
動
日
時　
毎
月
第
３
土
曜
日

　

 　
　
　
　
　
（
午
前
９
時
30
分
）

▽ 

対
象　
小
学
校
２
年
生
～
中
学
生

▽ 

年
会
費　
５
０
０
円

▼ 

申
込
期
日　
４
月
24
日
（
水
）

※
一
年
間
を
通
じ
て
参
加
で
き
る
方

※ 

申
込
時
に
会
費
を
持
参
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※ 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

　

ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
中
央
児
童
館

　
　
　

 　
　
　

☎
62-

８
６
６
６

〈
出
前
児
童
館
希
望
者
募
集
〉

★ 

中
央
児
童
館

　
「
夏
休
み
子
ど
も
会
」
や
「
方

部
子
ど
も
会
」
な
ど
で
、「
親
子

も
の
づ
く
り
体
験
」「
地
域
の
子
ど

も
に
理
科
ク
ラ
ブ
」
な
ど
の
出
前

児
童
館
を
希
望
す
る
団
体
や
サ
ー

ク
ル
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
は
、
夏
休
み
ば
か
り
で
な

く
、
土
曜
日
も
可
能
で
す
。
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
内

容
に
つ
い
て
も
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
も
の
を
た
く
さ
ん

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
中
央
児
童
館

　
 　

　
　
　
　

☎
62-

８
６
６
６

〈
図
書
館
利
用
案
内
〉

　

町
民
図
書
館
に
は
約
10
万
冊
の

蔵
書
が
あ
り
ま
す
。
小
説
な
ど
の

読
み
物
は
も
ち
ろ
ん
、
新
聞
・
雑

誌
、
趣
味
や
料
理･

育
児
の
本
、

社
会
生
活
で
困
っ
た
と
き
の
本
、

子
ど
も
の
本
な
ど
、
生
活
に
役
立

つ
本
を
各
種
揃
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼ 

開
館
日
時　
火
曜
日
〜
日
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▼ 

場
所　
三
春
町
字
大
町
12-

１

　
（
三
春
郵
便
局
隣
）

▼ 

利
用
カ
ー
ド
の
作
成

　

当
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
「
図
書
利

用
カ
ー
ド
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 
町
外
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

▼ 
貸
出
点
数
／
貸
出
期
間

▽ 

本
・
紙
芝
居
・
雑
誌
／
５
冊
ま

　

で
／
２
週
間

▽ 

ビ
デ
オ
／
２
本
ま
で
／
１
週
間

▼ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
端
末

　
か
ら
も
所
蔵
検
索
が
で
き
ま
す
。

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

☎
62-

３
３
７
５

携帯サイト QR コード

絵本とわらべ唄のようす
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▼ 

ス
タ
ッ
フ　

　

臨
床
心
理
士
、
保
育
士
、
保
健

師
な
ど

　

福
島
県
臨
床
心
理
士
会
、
福
島

県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
協
力

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

●　

●　

●

★ 

お
誕
生
日
の
つ
ど
い
（
要
予
約
）

▼ 

日
時　
４
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
４
月
生
ま
れ

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
６
組

▼ 

内
容　
身
長
体
重
測
定
や
手
形

　

を
押
し
て
自
分
だ
け
の
誕
生
カ
ー

　

ド
を
作
り
、
大
き
な
ケ
ー
キ
を
囲

　

ん
で
お
祝
い
を
し
ま
す
。
４
月
生

　

ま
れ
の
お
友
だ
ち
集
ま
っ
て
ね
！

▼ 

申
込
期
限　
４
月
19
日
（
金
）

●　

●　

●

★ 

遊
び
の
広
場

▼ 

日
時　
４
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
今
回
登
録
す
る
親
子
20
組

▼ 

申
込
・
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

２
７
４
８

〈
平
成
25
年
遊
び
の
広
場

参
加
者
募
集
〉

　

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
親
子
で
楽

し
ん
だ
り
、
お
母
さ
ん
同
士
の
友

だ
ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

遊
び
の
広
場
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

血
の
轍
（
相
場
英
雄
）
／
（
霊
媒
の
話

よ
り
）
題
未
定
（
安
部
公
房
）
／
生
存

者
ゼ
ロ
（
安
生
正
）
／
ガ
ッ
ツ
ン
！
（
伊

集
院
静
）
／
夜
の
底
は
柔
ら
か
な
幻
（
恩

田
陸
）
／
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
黄
昏
れ
て

（
垣
谷
美
雨
）
／
甘
い
罠
（
鏑
木
蓮
）
／

欠
落（
今
野
敏
）／
へ
こ
た
れ
な
い
人（
佐

藤
雅
美
）／
言
霊（
篠
﨑
紘
一
）／
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
（
篠
田
節
子
）
／
別
れ
さ

せ
屋
の
恋（
新
堂
冬
樹
）／
穢
れ
た
手（
堂

場
瞬
一
）
／
孤
独
な
放
火
魔
（
夏
樹
静

子
）／
い
ち
ば
ん
長
い
夜
に（
乃
南
ア
サ
）

／
お
も
か
げ
橋
（
葉
室
麟
）
／
家
族
往

来
（
森
浩
美
）
／
源
氏
物
語
を
知
っ
て

い
ま
す
か（
阿
刀
田
高
）／
ア
サ
イ
ラ
ム・

ピ
ー
ス
（
ア
ン
ナ
・
カ
ヴ
ァ
ン
）
／
ぼ

く
は
お
金
を
使
わ
ず
に
生
き
る
こ
と
に

し
た
（
マ
ー
ク
・
ボ
イ
ル
）
／
六
人
目

の
少
女
（
ド
ナ
ー
ト
・
カ
ッ
リ
ー
ジ
）

今月の お すす め 本
哲
学
の
お
さ
ら
い
／
読
書
が
さ
ら
に
楽

し
く
な
る
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
／
「
死
ぬ
の
が

怖
い
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
／
60
代
に

し
て
お
き
た
い
17
の
こ
と
／
夢
を
実
現

※ 新着コーナーには、４月４日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

現
代
用
語
の
基
礎
知
識
（
学
習
版
）
／

ど
う
し
て
君
は
友
だ
ち
が
い
な
い
の
か

／
開
発
と
破
壊
／
13
歳
か
ら
の
拉
致
問

題
／
動
物
お
も
し
ろ
実
験
ク
イ
ズ
／
狛

犬
の
佐
助
・
迷
子
の
巻
／
妖
怪
一
家
の

夏
ま
つ
り
／
ハ
ミ
ダ
シ
組
／
モ
ッ
キ
ン

バ
ー
ド
／
駅
の
小
さ
な
野
良
ネ
コ
／
ど

こ
い
っ
た
ん
／
十
二
支
の
か
ぞ
え
う
た

／
３
６
５
ま
い
に
ち
ペ
ン
ギ
ン
／
あ
い

う
え
お
か
し
な
ど
う
ぶ
つ
え
ん
／
ご
き

げ
ん
な
ラ
イ
オ
ン
・
お
く
さ
ん
に
ん
き

も
の
に
な
る
／
お
み
ま
い
、
お
こ
と
わ

り
？
／
慣
用
句
シ
ョ
ウ
／
だ
る
ま
の

し
ゅ
ぎ
ょ
う
／
お
れ
は
ワ
ニ
だ
ぜ

朝日新聞に連載されている、
ふくしま原発事故に関するル
ポルタージュ記事を書籍化し
たものです。３巻では、「吹き
流しの町」と題して、震災直
後の三春町が、安定ヨウ素剤
を配布するまでの経緯が記載
されています。

す
る
発
想
法
／
す
べ
て
が
わ
か
る
！
新

島
八
重
と
そ
の
時
代
／
現
代
中
国
を
知

る
た
め
の
40
章
／
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
／

「
65
歳
雇
用
延
長
制
度
」
の
し
く
み
と
手

続
き
／
し
ば
わ
ん
こ
の
和
の
こ
こ
ろ
／

よ
く
わ
か
る
絵
本
読
み
聞
か
せ
／
セ
レ

ン
ゲ
テ
ィ
大
接
近
／
足
に
つ
い
て
の
本

当
の
知
識
／
わ
か
り
や
す
い
放
射
線
測

定
／
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
・
メ
ル
ト
ダ
ウ

ン
／
使
い
き
る
。
有
元
葉
子
の
整
理
術

／
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
教
本
／
あ
の
名
画
に

会
え
る
美
術
館
ガ
イ
ド
／
若
干
ち
ょ
っ

と
、
気
に
な
る
ニ
ホ
ン
語
／
そ
し
て
、

僕
は
Ｏ
Ｅ
Ｄ
を
読
ん
だ
／
い
ま
「
原
発
」

「
復
興
」
と
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い
の
か

『プロメテウスの罠１～３巻』
朝日新聞特別報道部／著
学研パブリッシング

〈
４
月
12
日
（
金
）・
26
日
（
金
）

は
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日
〉

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

を
開
放
し
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

▼ 

日
時　
４
月
26
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
１
階
ホ
ー
ル

〈
乳
幼
児
健
康
診
査
〉

　

前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、

相
談
し
た
い
方
も
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

区　分 対　象日時・場所

母子手帳・問診票・   
バスタオル

母子手帳・問診票・
バスタオル・歯ブラシ９〜

10か月児

３〜
４か月児

4月16日（火）
13時集合
保健センター
4月24日（水）
9時集合
町立三春病院

平成24年12月11日～
平成25年
１月10日生まれ
平成24年
6月1日～
7月18日生まれ

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・コップ・
タオル

4月18日（木）
13時～13時30分受付
保健センター

平成23年
8月18日～
9月30日生まれ

１歳
６か月児

３〜
４か月児

９〜
10か月児

１歳
６か月児

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・コップ・
タオル

4月17日（水）
13時～13時30分受付
保健センター

平成21年12月16日～
平成22年
1月21日生まれ

3歳児3歳児

持ってくるもの

▼ 

日
時　
４
月
か
ら
平
成
26
年
３

　

月
ま
で
の
毎
月
１
回

　
　
　
　

  

午
前
10
時
〜
11
時

※ 

毎
月
の
日
程
は
、「
広
報
み
は

　

る
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

都
合
に
よ
り
、
日
程
が
変
更
に

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
簡
単

　

な
製
作
遊
び
、
運
動
遊
び
な
ど

▼ 

対
象　
町
内
在
住
の
満
１
歳
以

　

上
の
お
子
さ
ん
（
４
月
１
日
現

　

在
）
と
そ
の
保
護
者
で
全
回
参

　

加
で
き
る
方

▼ 

定
員　
親
子
20
組
（
先
着
順
）

▼ 

申
込
期
間　
４
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

  
〜
15
日
（
月
）

▼ 

申
込
方
法　
子
育
て
支
援
セ
ン

　

タ
ー
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

２
７
４
８

【
食
改
さ
ん
の
お
や
つ
や
さ
ん
】

▼ 

日
時　
４
月
26
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
11
時
〜

▼ 

場
所　
２
階
料
理
講
習
室

▼ 

料
金　
一
家
族
１
０
０
円

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０
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〈
平
成
25
年
度
学
生
納
付
特

例
制
度
に
つ
い
て
〉

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的

に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上

で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
方
で

す
。
申
請
す
る
場
合
は
、
年
金
手

帳
と
印
鑑
、
在
学
証
明
書
（
原
本
）

ま
た
は
学
生
証
（
コ
ピ
ー
）
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
、
毎
年

度
申
請
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

平
成
25
年
１
月
下
旬
ま
で
に
平
成

24
年
度
分
の
学
生
納
付
特
例
の
承

認
が
さ
れ
た
方
で
、
平
成
25
年
度

４
月
以
降
も
引
き
続
き
同
じ
学
校

に
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
、
４
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
再
申

請
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
学
生

で
あ
れ
ば
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
平
成
25

年
２
月
以
降
承
認
さ
れ
た
方
や
、

申
請
用
紙
が
送
付
さ
れ
な
い
方

は
、
窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料
を
未

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
不
慮

の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ

た
場
合
に
、
障
害
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
就
職
な
ど
で
、
収
入
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将

来
受
け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
た

め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追

納
制
度
」
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。

★ 

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納

　

保
険
料
の
免
除
や
若
年
者
納
付

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た

期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し

た
と
き
に
比
べ
、
受
け
取
る
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と

か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追

納
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
算
入

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
免
除
が
承
認

さ
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
目
以
降
は
、
当
時
の

保
険
料
に
加
算
金
が
付
き
ま
す
の

で
、
早
め
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

な
お
、
一
部
納
付
が
承
認
さ
れ

た
方
は
、
一
部
納
付
額
を
未
納
の

ま
ま
２
年
を
経
過
す
る
と
、
一
部

免
除
も
無
効
に
な
り
追
納
も
で
き

な
く
な
り
ま
す
（
後
納
制
度
は
除

く
）
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 
問　

 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
２
６

　
　
　

 
日
本
年
金
機
構 

郡
山
年
金
事
務
所

　
　
　

 
☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

〈
平
成
25
年
度
か
ら
町
県
民

税
お
よ
び
固
定
資
産
税
の

「
全
期
前
納
報
奨
金
制
度
」

が
廃
止
に
な
り
ま
す
〉

　

全
期
前
納
報
奨
金
制
度
は
、
戦

後
の
混
乱
し
た
社
会
情
勢
や
不

安
定
な
経
済
情
勢
の
中
で
、
納
税

〈
献
血
車
が
や
っ
て
き
ま
す
〉

　

今
月
は
次
の
と
お
り
献
血
車
が

町
内
を
巡
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
４
月
18
日
（
木
）

▼ 

時
間
／
場
所

▽ 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
株
）
芳
三
工
業
（
本
社
）

▽ 

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

　

ホ
リ
ス
ト
ン
ポ
リ
テ
ッ
ク
（
株
）

▽ 

午
後
３
時
〜
５
時

　

三
春
工
業
（
株
）

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

意
識
の
向
上
や
税
収
の
早
期
確
保

を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す

が
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
自
主

納
付
が
浸
透
す
る
な
ど
当
初
の
目

的
が
達
成
さ
れ
た
た
め
、
全
国
的

に
も
制
度
の
廃
止
が
進
ん
で
き
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
県
民
税
を
給
与
や
年

金
か
ら
差
し
引
い
て
納
税
す
る

特
別
徴
収
制
度
に
は
適
用
さ
れ
な

い
な
ど
、
納
税
者
間
の
不
公
平
感

を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
25
年
度
よ
り
全
期
前
納

報
奨
金
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
早
期
納
税
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

制
度
廃
止
の
ご
理
解
と
今
後
も
納

期
内
の
納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※ 

全
期
前
納
報
奨
金
制
度

　

第
１
期
の
納
期
内
に
年
税
額
を

一
括
で
納
付
し
た
場
合
に
、
年
税

額
か
ら
報
奨
金
額
を
差
し
引
く
制

度
で
す
。

●　

●　

●

★ 

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
皆
様
へ

▼ 

全
期
前
納
を
継
続
さ
れ
る
方

　

特
段
の
お
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

▼ 

全
期
前
納
か
ら
期
別
納
付
へ
の

　
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方

　

口
座
振
替
の
変
更
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
、「
口
座
振
替
利
用

申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

〈
平
成
25
年
度
土
地
・
家
屋

価
格
等
帳
簿
の
縦
覧
〉

　

土
地
・
家
屋
価
格
等
帳
簿
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の

所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
価
格
な

ど
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼ 

縦
覧
期
間　
４
月
１
日
（
月
）

〜
５
月
31
日
（
金
）

※ 

日
曜
日
の
午
後
０
時
以
降
、
土

　

曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。

▼ 

時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼ 

場
所　

　

役
場
１
階 

税
務
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー

▼ 

縦
覧
で
き
る
人　

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
お
よ
び

納
税
者
の
委
任
状
を
持
参
し
た
人

（
縦
覧
す
る
方
は
、
免
許
証
な
ど

の
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
）。

▼ 

問　

税
務
課 

課
税
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
２
７

の
う
え
、
４
月
末
ま
で
に
振
替
口

座
の
あ
る
金
融
機
関
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、「
口
座
振
替
利
用
申
込

書
」
の
送
付
を
希
望
す
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　

税
務
課 

収
納
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
３
６

24



〈
良
質
堆
肥
を
つ
か
っ
て
、
土

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
〉

　

町
内
の
各
畜
産
家
で
は
、
堆
肥

が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
さ

れ
る
堆
肥
は
、
牛
の
ふ
ん
を
原
料

と
し
て
お
り
、
牛
の
エ
サ
と
な
る

牧
草
や
ワ
ラ
な
ど
に
つ
い
て
も
、

放
射
性
物
質
濃
度
が
管
理
さ
れ
て

い
る
も
の
を
給
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
堆
肥
の
放
射
性
物
質
濃
度

も
定
期
的
に
測
定
し
、
基
準
値
以

内
の
も
の
を
出
荷
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
良
質
の
堆
肥
を
利
用
し
、

土
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
は
、
指
定

管
理
者
（
株
）
三
春
の
里
振
興
公

社
が
、
同
様
に
牛
ふ
ん
堆
肥
を
製

造
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

　
　
　

 

三
春
の
里
田
園
生
活
館

　
　
　

 

☎
62-

８
０
１
０

〈
平
成
25
・
26
年
度
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
随
時
受
付
〉

　

町
が
発
注
す
る
物
品
購
入
（
修

繕
）・
管
理
業
務
の
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
随
時
受
付
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

　

競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
で
資
格
審
査
申
請
を
し
て
い
な

い
方
は
、必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
の
様
式
は
三
春

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
仕
事
→
産
業

→
入
札
情
報
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

受
付
期
間　
４
月
１
日
か
ら
随
時

▼ 

申
請
場
所　
財
務
課 

管
理
契

　

約
グ
ル
ー
プ
（
役
場
２
階
）

▼ 

有
効
期
間　
随
時
受
付
後
か
ら

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

※ 

ま
た
、
工
事
、
測
量
等
と
製
造

　

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
平
成
25

　

年
10
月
以
降
に
随
時
受
付
を
す

　

る
予
定
で
す
。

▼ 

問　
財
務
課 

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
３
２

〈
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
り

災
証
明
書
」
の
申
請
締
切
に

つ
い
て
〉

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
２
年

が
経
過
し
、
震
災
に
よ
る
建
物
の

被
害
状
況
調
査
が
困
難
と
な
っ
て

〈
三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

　

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
福

島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
登
録
し

た
、
下
記
の
町
内
各
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
で

す
。

　

町
内
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

は
、
指
導
者
と
町
内
の
小
・
中
学

生
を
中
心
と
し
た
団
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

は
団
員
お
よ
び
指
導
者
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
生
涯
学
習
課 

社
会
体
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

名称 種目 主な活動場所
三春町武道館剣道
三春ソフトボール
沢石ヤンキース
沢石防犯剣道
中妻
岩江
三春バレーボール
御木沢

主な活動場所名称 種目
剣道
ソフトボール
ソフトボール
剣道
ソフトボール
ソフトボール他
バレーボール
ソフトボール

大林ホ－ル
三春小学校
沢石小学校
沢石小学校
中妻小学校
岩江小学校
三春小学校
御木沢小学校

三春サッカー
中郷ソフトボール
沢石ソフトテニスクラブ草莽塾
三春ミニバスケット
三春船引ジュニアソフトテニスクラブ
三春空手道
三春軟式野球

サッカー他
ソフトボール他
ソフトテニス
ミニバスケット
ソフトテニス
空手道
軟式野球

三春小学校
中郷小学校
沢石小学校
三春小学校
田村西部工業団地内
御木沢小学校
三春小学校

▼ 平成 24 年度スポーツ少年団と主な活動場所など

〈
吸
収
抑
制
対
策
は
実
施
し
ま

し
た
か
？
〉

　

町
で
は
、
水
稲
へ
の
放
射
性
物

質
吸
収
抑
制
を
目
的
と
し
た
「
カ

リ
肥
料
の
施
用
」
を
進
め
て
い
ま

す
。
対
象
農
家
の
方
に
は
、
既
に

肥
料
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
適
切
な
時
期
に
施
用
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
施
用
の
確

認
に
つ
い
て
は
、
後
日
担
当
者
が

電
話
連
絡
し
ま
す
の
で
、「
管
理

記
録
」
に
作
業
日
を
記
帳
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 
☎
62-

２
１
１
２　
　
　

 

〈
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
灰
は

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
み

ま
し
ょ
う
〉

　

放
射
性
物
質
を
含
む
薪
な
ど
を

薪
ス
ト
ー
ブ
や
お
風
呂
に
使
用
す

る
と
、
残
っ
た
灰
に
放
射
性
物
質

が
高
濃
度
に
濃
縮
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
畑
な
ど
に
ま
い
た
り

せ
ず
、
灰
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
清
掃
セ

ン
タ
ー
に
持
ち
込
み
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

い
る
こ
と
か
ら
「
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
り
災
証
明
書
」
の
発
行
を

終
了
し
ま
す
。
り
災
証
明
書
を
希

望
す
る
方
は
、
お
早
め
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
被
災
証
明
書
や
既
に
り

災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
方
の

再
交
付
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▼ 

申
込
締
切　
４
月
30
日
（
火
）

▼ 

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

※ 

土
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

▼ 

受
付
窓
口　
総
務
課 

自
治
防
災

　

グ
ル
ー
プ
（
役
場
２
階
）

▼ 

申
請
に
必
要
な
も
の

▽ 

印
鑑

▽ 

被
災
状
況
が
分
か
る
写
真

▼ 

交
付
手
数
料　
無
料

▼ 

問　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

１
１
１
４
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健　

康

年　

金

税　

金

農　

業

ス
ポ
ー
ツ

仕　

事

暮
ら
し



〈
犬
の
飼
い
主
の
皆
様
へ
〉

〜 

飼
い
犬
の
登
録
と

　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に 

〜

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主

は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、

登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
で
は
、
犬
な
ど
を

含
め
て
狂
犬
病
の
発
生
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
狂
犬
病
は
、
日

本
の
周
辺
国
を
含
む
世
界
の
ほ
と

ん
ど
の
地
域
で
依
然
と
し
て
発
生

し
て
お
り
、
日
本
は
常
に
侵
入
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
狂

犬
病
は
、
効
果
的
な
治
療
法
が
な

く
、
発
症
す
る
と
１
０
０
㌫
死
亡

し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
飼

い
犬
に
予
防
注
射
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
狂
犬
病
を
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
必
ず
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

登
録
手
続
き
、
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
の
交
付
は
、
役
場
住
民
課
窓

口
で
行
っ
て
い
ま
す
（
登
録
手
続

き
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交

付
は
、
町
内
の
「
さ
く
ら
動
物
病

院
」
で
も
行
っ
て
い
ま
す
）。

〜 

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す 

〜

　

飼
っ
て
い
た
犬
が
亡
く
な
っ

た
、
飼
い
主
が
替
わ
っ
た
、
飼
い

主
の
住
所
が
変
わ
っ
た
な
ど
、
飼

い
犬
の
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

役
場
住
民
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

〜 

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う 

〜

　

犬
の
放
し
飼
い
、
捨
て
犬
、
フ

ン
の
後
始
末
に
関
す
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の

人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
な
い

よ
う
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
犬
を
飼
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飼
い
犬
が
逃

げ
出
し
て
し
ま
う
事
例
が
多
数
あ

り
ま
す
。
し
っ
か
り
つ
な
い
で
お

く
と
と
も
に
、
万
一
の
た
め
に
鑑

札
と
注
射
済
票
を
首
輪
に
つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
野
良
犬
に
エ
サ
を
や
る
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
〉

　

野
良
犬
に
関
す
る
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
野
良
犬

中型バス

〈
資
料
館
友
の
会
会
員
を

　
　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す
〉

　
「
三
春
町
歴
史
民
俗
資
料
館
友

の
会
」
で
は
、
平
成
25
年
度
友
の

会
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

友
の
会
で
は
、
年
間
10
回
程
度
、

三
春
町
の
歴
史
や
民
俗
に
関
す
る
学

習
会
と
町
外
研
修
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
会
員
に
な
る
と
、
学
習
会

へ
の
参
加
の
ほ
か
、来
年
３
月
ま
で
、

資
料
館
・
人
形
館
の
入
館
料
が
無
料

と
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
年

会
費
を
添
え
て
資
料
館
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
会
員
証

を
発
行
い
た
し
ま
す
。

▼ 

年
会
費

▽ 

一
般
会
員　
１
、５
０
０
円

▽ 

賛
助
会
員　
５
、０
０
０
円

▼ 

申
込
期
限　
４
月
30
日
（
火
）

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３

◆ 

三
春
町
町
営
バ
ス
運
行
の
改
正
点
に
つ
い
て

マイクロバス

　

４
月
１
日
か
ら
、
新
た
に
購
入
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
６
台
の
う
ち
、

利
用
し
な
い
時
間
帯
に
、
朝
晩
５
台
、
昼
間
３
台
で
運
行
し
ま
す
。

▼ 

Ｊ
Ｒ
接
続
の
通
勤
・
通
学
手
段
の
確
保

▽ 

三
春
駅
午
前
７
時
12
分
発
の
列
車
接
続
便
を
新
設
す
る
こ
と
に
よ　

　

り
、
自
家
用
車
の
集
中
緩
和
を
図
り
ま
す
。

※ 

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
高
校
生
以
下
の
定
期
券
を
大
幅
に
値

下
げ
し
ま
し
た
。（
１
か
月 
１
、０
０
０
円
、
３
か
月 

２
、８
５
０
円
）

〈
朝
晩
コ
ー
ス
（
通
勤
・
通
学
に
）〉

▼ 

通
院
・
買
い
物
手
段
の
確
保

▽ 

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
頃
ま
で
の
時
間
帯
は
、
通
院
・
買
い
物
に

　

特
化
し
た
路
線
編
成
と
し
ま
し
た
。

〈
昼
間
コ
ー
ス
（
通
院
・
お
買
物
に
）〉・ 〈
町
中
循
環
コ
ー
ス
〉

▼ 

料
金
は
２
０
０
円
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
回
数
券
な
ど
も
継
続
し
て

使
用
で
き
ま
す
。

▼ 

現
在
の
「
さ
く
ら
号
」
と
比
較
す
る
と
、
限
ら
れ
た
時
間
帯
で
の
運

行
と
な
る
た
め
、
本
数
も
減
っ
た
路
線
も
あ
り
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
今
ま
で
よ
り
も
広
く
、
細
か
く
設
定
し
ま
し
た
。

▼ 

国
の
支
援
策
（
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
）
を
活
用
す
る

た
め
、
９
月
末
ま
で
実
証
運
行
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
そ
の
意
見
を
踏
ま
え
、
10
月
１
日
よ
り
本
格
運
行
に
移
行
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ　

☎
62-

２
１
４
７

　

 　
　

町
営
バ
ス
管
理
セ
ン
タ
ー　

☎
62-

２
０
２
０

◇ 
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
た
運
行

◇ 

見
直
し
路
線
の
特
徴

◇ 

そ
の
他

〈
国
道
２
８
８
号
三
春
西
バ

イ
パ
ス
の
開
通
時
期
の
お
知

ら
せ
〉

　

福
島
県
が
整
備
を
進
め
て
い
る

国
道
２
８
８
号
三
春
西
バ
イ
パ
ス

（
郡
山
市
西
田
町
大
田
～
大
字
山
田
、

約
１
・
９
㌔
メ
ー
ト
ル
）
が
、
５
月

23
日
（
木
）
に
開
通
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ

り
、
郡
山
市
街
地
や
高
速
道
路
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
時
間
の
短
縮
、
三

春
町
中
心
部
の
渋
滞
緩
和
、
災
害

に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確

保
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
皆
様
に
ご
不
便
・

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼ 

問　
建
設
課 

建
設
グ
ル
ー
プ

 　
　

  

☎
62-

２
１
１
５

に
エ
サ
を
与
え
る
人
が
い
ま
す
。

安
易
に
野
良
犬
に
エ
サ
を
あ
げ
る

と
そ
こ
に
住
み
つ
き
、
畑
を
荒
ら

し
た
り
、
人
に
危
害
を
加
え
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
野
良

犬
の
フ
ン
な
ど
に
よ
る
衛
生
上
の

問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

責
任
を
も
っ
て
飼
う
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
野
良
犬
に
エ

サ
を
あ
げ
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７
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〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

次
の
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
る
家
賃
月
額
に
な

り
ま
す
。
敷
金
は
、
家
賃
の
３
か

月
分
で
す
。
家
賃
と
は
別
に
、
駐

車
場
使
用
料
、
共
益
費
、
組
費
な

ど
の
負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

単
身
者
で
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

・
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
（
た

　

だ
し
、
若
年
の
単
身
者
の
方
で

　

所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
方

　

に
つ
い
て
は
12
万
３
千
円
）
以

　

上
、
48
万
７
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と
。

▼ 
受
付
期
間

　

４
月
８
日（
月
）～
４
月
11
日（
木
）

※ 

期
間
中
に
申
込
み
が
な
か
っ
た

　

住
戸
に
つ
い
て
は
、
次
回
公
募

　

ま
で
随
時
申
込
み
を
受
け
付
け

　

ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
う

え
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

先
着
順
に
申
込
受
付
お
よ
び
入

居
資
格
を
審
査
し
、
募
集
戸
数
に

達
し
た
時
点
で
申
込
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定
時
期　
５
月

▼ 

募
集
す
る
団
地かいやま団地

（木造2階建・H10年）

団地名／構造・建築年

大字貝山字馬場33番地

所在地

家賃：41,000円

２DK
１戸

募集戸数間取・階数

有
（１台）

駐車場

１階×1戸

※ 駐車場使用料は１か月 2,000 円です。

▼ 

問　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
役
場
３
階
）

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
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〈特定公共賃貸住宅〉

広　
告　
欄

　三春ダムの貯水池、さくら湖の周囲には、滝桜をはじめ多くの桜の名所があります。
　さくら湖にお越しになった方々に快適に桜を観賞していただけるよう、さくら湖流域協働ネットワーク主催
による「さくらの里クリーンアップ作戦」を実施しています。
　清掃活動終了後、三春ダム資料館やダム見学も行いますので、多くの町民の皆様の参加をお待ちしています。
▶ 日時　４月 13 日（土）　午前９時～ 11 時
※ 午前８時 30 分から受付開始
※ 終了後、三春ダム資料館・ダム見学を行います。（自由参加）
▶ 集合場所　三春ダム管理所 駐車場
▶ 応募方法　申込書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸするか、　
　電話でお申し込みください。
※ 申込書は三春交流館「まほら」、町民図書館、役場窓口に準備
　してあります。
▶ 申込・問　「さくら湖流域協働ネットワーク」事務局
　（三春ダム管理所 管理係内）☎ 62-3145 ＦＡＸ 62-3170
▶ 主催　さくら湖流域協働ネットワーク
▷ 後援　三春町 ／ 国土交通省  東北地方整備局  三春ダム管理所　▷ 協力　三春ダム維持管理協議会
▷ 協賛　大滝根川流域生活排水対策推進協議会（郡山市・田村市・三春町）

「さくらの里クリーンアップ作戦」にご参加ください
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広　
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欄

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

国
家
公
務
員
「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」（
大
学

　

卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を
支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税
務

署
な
ど
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・
検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

▼ 

受
験
資
格　

▽ 

昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▽ 

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

① 

大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

　

る
見
込
み
の
方

② 

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

▼ 

受
験
申
込
受
付
期
間　

▽ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間　
４
月
１
日
（
月
）
〜
４
月
11
日
（
木
）

　
（
受
信
有
効
）

★ 

４
月
10
日（
水
）は「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。

　
「
ベ
ル
ト
し
た
？ 
み
ん
な
し
た
よ
が 

合
言
葉
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆ 

子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

◇ 

子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
路
な
ど
を
歩
き
、
安
全
な
歩
き
方
、
横
断
方
法
、

信
号
の
意
味
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

◇ 

交
通
事
故
死
者
の
半
数
以
上
は
高
齢
者
で
、
そ
の
中
で
最
も
多
い
の
が

歩
行
中
の
事
故
で
す
。
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
、
運
転
者
か
ら
発
見
さ
れ

や
す
い
よ
う
、
明
る
い
服
装
の
着
用
を
心
が
け
、
夜
光
反
射
材
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着

用
し
ま
し
ょ
う
！

◇ 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
正
し
く
着
用
し
て
初
め
て
安
全
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

車
に
乗
っ
た
ら
必
ず
、
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
に
は
、
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
安
全
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

◇ 

自
転
車
を
よ
り
安
全
に
利
用
す
る
た
め
、
ラ
イ
ト
や
ブ
レ
ー
キ
、
タ

イ
ヤ
な
ど
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
夕
方
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま

し
ょ
う
。

◇ 

幼
児
・
児
童
に
は
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◇ 

飲
酒
運
転
や
二
人
乗
り
、
並
ん
で
通
行
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
運
転
中
の
携
帯
電
話
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
使
用
、
傘
さ
し
運

転
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
！

◇ 

飲
酒
運
転
は
、
当
事
者
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人
も
巻
き
込
む
重
大
な

犯
罪
で
す
。
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
・
危
険
性
、
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
を

認
識
し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

◇ 

飲
酒
運
転
を
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
同
乗
者
や
酒
類
・
車
両

の
提
供
者
も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

▼ 

問　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ 

☎
62-

１
１
１
４

ベ
ル
ト
し
た
？ 

　
　
　
み
ん
な
し
た
よ
が 

合
言
葉

● 
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動　
４
月
６
日（
土
）～
15
日（
月
）

● 

自
動
車
税
の
納
期
は
５
月
31
日
（
金
）
で
す

　

自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
（
午
前
０
時
）
現
在
で
運
輸
支
局
の
登

録
名
義
人
で
あ
る
所
有
者
（
割
賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場
合
は
使
用
者
）

が
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
期
内
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
一
部
取
り
扱
っ
て
い
な
い
店
舗
も
あ
り
ま
す
）。

　

納
税
通
知
書
は
５
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
転
居
な
ど
に
よ
り

届
か
な
い
場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★ 

自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る

自
動
車
は
、
納
税
義
務
者
の
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
５
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
県
中
地
方
振
興
局 

県
税
部
課
税
第
二
課

　
　
　
　
　
　

 

☎ 

０
２
４-

９
３
５-

１
２
６
１
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　この時季は、空気が乾燥し風の強い日が多くな
り、たき火が風にあおられ、燃え広がってしまう
火災が多く見られますので、一人ひとりが、火気
の取り扱いに注意しましょう。

～火災予防のための注意点～
◇ 枯れ草などのある場所で火気を使用しない。
◇ 強風時や乾燥時には、火気の取り扱いに十分注

意する。
◇ 火気の使用中はその場を離れず、完全に消火す

る。
◇ たばこの投げ捨てはし

ない。
◇ 火遊びは絶対にしない、

させない。

たき火による
火災の予防

◆ 問い合わせ先　田村消防署三春分署 ☎ 62-4049

広　
告　
欄

　救急車が到着するまでの間、現場に居合わせた
方々の適切な応急手当がなにより大切です。
　消防署では、心肺蘇生やＡＥＤの使い方、けが
の手当など、応急手当を習得していただけるよう、
管内にお住まい、またはお勤めの方々を対象に、
救命講習を開催しています。
　大切な人や家族の命を守るため、救命講習を受
講して知識と技術を身につけましょう。
　平成 25 年度の開催日時については、ホームペー

ジをご覧になるか、消防署にお
問い合わせください。
　なお、受講を希望される方
は、事前の申込みが必要になり
ます。

平成25年度救命講習のご案内

◆ 問い合わせ先　田村消防署救急係 ☎ 82-1200

● 

あ
な
た
の
健
康
、
見
守
り
ま
す

〜 

県
民
健
康
管
理
調
査 

基
本
調
査
問
診
票
の
ご
回
答
の
お
願
い 

〜

　

福
島
県
で
は
、
原
子
力
災
害
に
よ
る
放
射
線
の
影
響
を
踏
ま
え
、
県

民
の
皆
様
の
健
康
を
長
期
に
わ
た
り
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
出
発

点
と
し
て
、
問
診
票
を
ご
提
出
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
各
々
の
外
部

被
ば
く
線
量
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
推
計
結
果
の
通
知
が

届
い
て
い
な
い
皆
様
に
は
、
現
在
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
の
で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
作
成
し
て
い
な
い
皆
様
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
か
ら
７
月
11
日

ま
で
の
ご
自
身
の
外
部
被
ば
く
線
量
を
確
認
い
た
だ
く
た
め
に
、
基
本

調
査
問
診
票
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

出
前
書
き
方
説
明
会
・
相
談
会
申
込
み
に
つ
い
て

　

福
島
県
と
福
島
県
立
医
科
大
学
で
は
、
皆
様
の
ご
要
望
に
応
じ
て
「
県

民
健
康
管
理
調
査 
基
本
調
査
問
診
票
」
に
関
す
る
出
前
書
き
方
説
明
会
・

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
時
は
、
土
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
、

１
回
当
た
り
10
名
～
15
名
ま
で
の
相
談
が
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
福
島
県
立
医
科
大
学 
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎ 

０
２
４-

５
４
７-
１
７
８
６

▽ 

郵
送
・
持
参
申
込
受
付
期
間　
４
月
１
日
（
月
）・
２
日
（
火
）

※ 

郵
送
の
場
合
は
、
通
信
日
付
印
有
効

▼ 

受
験
申
込

▽ 

受
験
申
込
は
、
人
事
院
あ
て
に
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/juken.htm

l

▽ 

郵
送
ま
た
は
持
参
す
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局

人
事
第
二
課
、
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局
へ
受
験
申
込
書
を
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

第
一
次
試
験
日　
６
月
９
日
（
日
）

▼ 

問　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課　

試
験
研
修
係

　
　
　

 

☎
０
２
２-

２
６
３-

１
１
１
１　

内
線
３
２
３
６

29

広 告 欄



　

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。

今月のバス運休日：7・14・21・28 日
町営バス　「ミニだより」

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 20 ページに掲載しています。４月の行事カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
（
19
時
ま
で
）、
毎
週
日
曜
日
（
８
時
30
分
〜
12
時
）

三春春まつり（～5月26日・町内）

三春町行政区長委嘱状交付式（10時～・三春町役場）

平成25年度土地・家屋価格等帳簿縦覧（～5月31日 8時30分～17時・三春町役場）

中学校卒業生のOSL線量計測定（～4月3日 9時～１7時・三春町役場）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

三春町消防団辞令交付式（19時～・三春交流館「まほら」）

町立保育所入所式

春の全国交通安全運動（～15日）

三春中学校開校式（9時30分〜・三春中学校）

町立小中学校入学式

町立幼稚園入園式

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

行政相談（9時30分～12時・シルバー人材センター）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

おはなし「あのね」の日(10時45分～11時・子育て支援センター）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

町内さくらのライトアップ（～30日 18時～22時・町内8か所）

保健センター開放日(9時～15時30分）　

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

春季特別展「講所から学校へ～明徳門が見た三春の教育～」（～5月26日・歴史民俗資料館）

13（土）

14（日）

16（火）

17（水）

18（木）

19（金）

20（土）

21（日）

22（月）

23（火）

24（水）

25（木）

26（金）

27（土）

30（火）

さくらの里クリーンアップ作戦（8時30分受付　9時～11時・三春ダム管理所駐車場）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時30分受付・保健センター）

献血車来町(9時30分～17時・町内)

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時30分受付・保健センター）

木曜おはなし会（放課後・町民図書館）

滝桜ライトアップ（～22日・18時～21時・三春滝桜）

春のお花見遠足（10時～14時・中央児童館）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

三春桜歌謡祭（11時～・滝桜前特設ステージほか）

母の日プレゼント製作（～24日 放課後・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

遊びの広場（10時～11時・子育て支援センター）

保健センター開放日/子育てサロン（10時～11時）/食改さんのおやつやさん（11時～）

理科クラブ（9時～・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

1（月）

2（火）

4（木）

6（土）

8（月）

9（火）

10（水）

12（金）

13（土） ５

【行政相談】4 月 9 日（火）午前 9 時 30 分〜 12 時
　／シルバー人材センター（南町）／行政相談委員

【人権相談】4 月 9 日（火）午前 10 時〜午後 3 時 　
／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】4 月 2・9・16・23・30 日（火）
　午前 9 時〜 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】4 月 19 日（金）
　午後 1 時〜 3 時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

受診の際には、健康保険証を忘れずにご持参ください。

福島県医師会　http://www.fukushima.med.or.jp
田村医師会　　http://www.tma.or.jp/

4月7日

14日
21日

28日
29日

さとう耳鼻咽喉科クリニック
町立三春病院
石川医院
白岩医院
町立三春病院
かみや内科クリニック
船引クリニック

船引町
三春町
三春町
常葉町
三春町
小野町
船引町

☎81-1333
☎62-3131
☎62-2630
☎77-2036
☎62-3131
☎72-3212
☎82-0137

（日）

（日）

（日）

（日）

（月）

田村市

田村市

田村市

人口 17,633 人（-4）う
ち男性 8,547 人（-2）・女性 9,086 人（-2）／世帯数 5,506 世

帯（+3）人口・世帯数

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 25 年 3 月１日現在（前月比）

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

30

4 5 6

12 1311

19 2018

25 26 27

3

108

14

9

1715

21

16

2422 23

1 2

7

28

町営バス運休カレンダー（4月）

日 月 火 水 木 金 土
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◎ 「思いやり」　心をつなぐ　キーワード（渡辺　崚・沢石中学校 2 年）
※平成 24 年度青少年健全育成標語入選作品


